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町政のうごきから

◆
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

　

合
併
後
の
情
報
化
の
状
況
は
、
温
泉

地
域
で
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局
さ

れ
て
お
り
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
は
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
浜
坂
地
域

で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
主
で
地
域

に
よ
っ
て
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が

不
十
分
で
あ
り
、
地
域
間
格
差
が
生
じ

て
い
ま
す
。
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
進

歩
や
国
が
推
進
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
社
会
に
対
応
す
る
に
は
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
是
正
に
早

急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

町
は
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

構
想
を
定
め
た
「
総
合
計
画
」
や
個
別

の
計
画
と
し
て
「
情
報
化
計
画
」、
さ
ら

に
、
利
活
用
を
進
め
る
た
め
の
「
ｅ
‐

む
ら
づ
く
り
計
画
」
を
各
種
団
体
・
住

民
の
代
表
に
よ
り
策
定
し
ま
し
た
。（
概

要
版
は
各
戸
配
布
し
て
い
ま
す
）
こ
れ

ら
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
温
泉
地
域
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
浜
坂
地
域
に
延
伸

し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
整
備
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
反
対
意
見

と
比
較
す
る
前
に
「
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り

計
画
」
で
議
論
・
検
討
し
た
こ
と
を
も

う
一
度
お
さ
ら
い
し
て
お
き
ま
す
。

◆
民
間
事
業
者
の
参
入
は
困
難

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
に
民
間
事
業

者
が
参
入
で
き
な
い
か
検
討
・
照
会

を
し
ま
し
た
が
、
民
間
は
６
千
～
８
千

世
帯
の
加
入
が
必
要
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
香
美
町
や
豊
岡
市
の
よ
う

に
地
域
イ
ン
ト
ラ
事
業
な
ど
の
情
報
通

信
基
盤
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
、
そ
の

上
に
多
く
の
方
の
加
入
が
必
要
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
浜
坂
地
域
の
世
帯
数

や
加
入
見
込
数
で
は
、
民
間
の
参
入
は

困
難
だ
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

◆
町
に
は
光
が
必
要

　

施
策
の
実
現
に
対
応
す
る
た
め
の
高

度
情
報
通
信
基
盤
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
中
で
、
現
時
点
で
の
情
報
通
信
技
術

を
検
証
・
比
較
す
る
と
、

①
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
舎
か
ら
距

離
が
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
減
衰
が

激
し
く
、
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

ま
せ
ん
。

②
無
線
（
Ｆ
Ｗ
Ａ
な
ど
）
は
、
伝
送
距

離
が
短
く
広
域
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
は

不
向
き
で
す
。
ま
た
、
障
害
物
や
天

候
に
よ
り
品
質
が
低
下
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

③
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も

高
く
、
映
像
情
報
の
伝
送
も
行
え
ま

す
。
端
末
は
基
本
的
に
パ
ソ
コ
ン
で

す
が
、
多
種
多
様
な
端
末
の
接
続
も

可
能
で
す
。

　

そ
し
て
、
整
備
手
法
の
比
較
で
は
、

①
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
り
構
築
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
構
築

　

を
検
討
し
ま
し
た
が
、
町
が
事
業
主

体
で
実
施
す
る
こ
と
を
考
え
る
と

㋐
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
を
重
視
す
べ
き

こ
と
（
有
線
は
、
無
線
に
比
べ
て
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
い
）

㋑
温
泉
地
域
で
実
施
中
の
加
入
者
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
な
ど

　

総
合
的
に
判
断
し
て
、
情
報
通
信
基

盤
と
し
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
が
優
れ
て
い
る
と

結
論
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
情
報
通

信
網
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
も
比
較
検

討
し
て
い
ま
す
。
温
泉
地
域
で
実
施
し

て
い
る
基
幹
伝
送
路
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
つ
な
ぎ
、
接
続
ポ
イ
ン
ト
か
ら
各
世

帯
ま
で
を
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぐ
Ｈ

Ｆ
Ｃ
方
式
と
、
各
家
庭
ま
で
を
光
フ
ァ

イ
バ
ー
で
つ
な
ぐ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
が
あ

り
ま
す
。「
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
で

は
、
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
は
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ

方
式
が
若
干
安
価
で
は
あ
る
も
の
の
、

機
能
面
や
将
来
性
等
総
合
的
に
判
断
し

た
場
合
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
が
優
位
な
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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新
温
泉
町
の
地
域
情
報
化

家
庭
で 

家
族
み
ん
な
で 

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い

　

10
月
号
で「
浜
坂
地
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
が
必
要
な
８
つ
の
視
点
」や「
自

主
放
送
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
」
で
あ
り
、
情
報
通
信
基
盤
整
備

が
合
併
後
の
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
号
か
ら
は
「
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
で
掲
げ
る
利
活
用
の

個
別
目
標
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
は
行
政
が
推
進
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
敷
設
）
の
考
え
方
と
反
対
さ
れ
る
住
民
の
意
見
の
違
い
を

比
較
す
る
と
と
も
に
６
番
目
の
個
別
目
標
「
教
育
環
境
の
充
実
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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よ
っ
て
農
林
漁
業
の
生
産
性
や
流
通
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
町
内
の

特
産
品
や
観
光
情
報
な
ど
の
情
報
発
信

に
よ
り
、
地
域
の
産
業
を
活
性
化
す
る

と
と
も
に
情
報
化
を
進
め
る
こ
と
で
効

率
的
な
販
売
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
力

強
い
産
業
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
高
度

利
用
と
し
て
通
信
系
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
防
災
・
緊
急
告
知
放
送
、
Ｉ
Ｐ
電

話
な
ど
の
付
加
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
の
た
め
に

　

災
害
時
に
災
害
情
報
を
住
民
に
伝
え

る
の
は
行
政
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
・
地
域

の
災
害
・
被
災
状
況
を
放
送
す
る
こ
と

に
よ
り
、
役
立
つ
情
報
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
然
災
害
に
備
え
る
た
め
に
自

然
と
向
き
合
う
地
域
を
作
り
育
て
る
こ

と
か
ら
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
有
効

な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
消
防

庁
は
近
い
将
来
、
防
災
無
線
も
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー

施
設
）
を
民
間
が
す
る
と
し
た
場
合
、

テ
レ
ビ
の
再
送
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
利
用
は
可
能
で
す
が
、

現
在
温
泉
地
域
で
放
送
し
て
い
る
自
主

放
送
・
文
字
放
送
・
そ
し
て
一
番
大
切

な
防
災
告
知
・
緊
急
放
送
が
で
き
ま
せ

ん
。
仮
に
、
民
間
の
施
設
を
借
り
て
放

送
す
る
と
な
れ
ば
借
上
料
（
使
用
料
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ

て
の
住
民
が
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
平

等
に
放
送
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

◆
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

行
政
は
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
各
家
庭
ま
で
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
入
れ
、
防
災
・
緊
急
用
の
告
知

端
末
器
（
受
信
器
）
を
設
置
し
、
等
し

く
受
信
で
き
る
環
境
を
作
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
行
政
情
報
、
地
域
行
事
な
ど

を
放
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
情
報
を
共
有
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
合
意
形
成
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
負
担
が
増
え
る
」
と
言
う
声
が
多

く
あ
り
ま
す
。
町
が
事
業
主
体
で
あ
っ

て
も
、
施
設
を
維
持
管
理
す
る
た
め
に

は
、
受
益
・
便
益
の
範
囲
で
住
民
の
負

担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
効
率

性
と
財
政
負
担
の
低
減
を
追
及
し
、
将

来
に
わ
た
り
安
定
し
た
運
営
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
も
の
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
共
通
の
情
報
・
認
識

を
も
つ
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

す
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
共
に
支
え
合

う
姿
勢
こ
そ
が
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、

ま
ち
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の

大
切
さ
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
民
間
参

入
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
町
が

事
業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
に
は
、
農

林
水
産
省
の
補
助
制
度
（
交
付
金
）
を

活
用
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
選
択

肢
と
考
え
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
住

民
の
理
解
に
よ
り
一
人
で
も
多
く
の

方
が
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
安

定
し
た
健
全
な
運
営
が
で
き
る
も
の
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

◆
総
合
的
な
情
報
通
信
基
盤

　

地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
合
併
後
の

町
内
全
域
で
の
情
報
通
信
基
盤
網
の
整

備
が
必
要
で
す
。
当
面
す
る
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
の
対
応
、
そ
し
て
温
泉
地

域
で
実
施
し
て
い
る
地
域
情
報
や
行
政

情
報
を
伝
え
る
手
段
、
そ
れ
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
向
上
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

は
地
域
差
が
生
じ
て
い
る
）
に
と
っ
て

最
も
有
効
な
手
段
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
た
結
果
、
浜
坂

地
域
へ
の
延
伸
は
、光
フ
ァ
イ
バ
ー（
Ｆ

Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
）
に
よ
る
双
方
向
の
高
速

情
報
通
信
網
を
整
備
し
、
放
送
系
・
通

信
系
事
業
（
温
泉
地
域
で
実
施
の
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
）
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
民
間
参
入
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
が
「
事
業
主
体
」

で
実
施
し
、
財
源
ス
キ
ー
ム
の
有
利
な

補
助
制
度
を
利
用
し
て
推
進
す
る
こ
と

が
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
利
活
用
で
町
に
元
気
を

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
農
業

情
報
・
漁
業
情
報
を
放
送
し
、
そ
れ
に
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◆ケーブルテレビ事業推進の考え方と反対される住民の意見との比較について
ケーブルテレビ事業 事業反対等の意見 比較（検討課題含む）

浜坂地域においては、中心市街地を離れるにつれてテ
レビ放送の難視聴が多く、町はケーブルテレビ事業を
実施することで、住民の地上デジタル放送の受信対策
を責任もって図ることとしていますので、ケーブルテ
レビに加入されることを勧めています。

今のテレビが見れればよい。

これからは、テレビに光ファイバーをつなぎ、自分の見たい番組を見たり、
テレビに映っている商品を購入したり、テレビ番組のアンケート調査等に応
募するなど、テレビ番組を通して視聴者側の色々な要望に対応していく時代
です。

地デジ対策が町内各共聴組合
や 各 個 人 で の 対 応 と な り ま
す。世帯数の少ない共聴組合
は負担が増えます。

住民の負担が増える。
基本使用料 1,500 円（事業計画）の負担増となりますが、自主放送・防災告
知端末・IP 電話（加入者間）等のサービスが受けられます。

中心市街地はアンテナを上げれば、地デ
ジに対応できる。

地上デジタル放送で用いられるＵＨＦ帯は電波の直進性が強いため、高い建
物や山の陰では受信障害が発生しやすくなります。つまり、アナログ放送で
はどうにか視聴できた家庭でもデジタル放送では見られなくなることも考え
られます。

共聴組合のデジタル改修は安価で対応で
きる。

浜坂地域のＡＤＳＬのインターネット環境において高
速・大容量のブロードバンドサービスを受けることが
できない地域があります。このブロードバンド空白地
帯を、町として、このまま見過ごすことはできません。

これからの情報化社会に対応し、「安心・安全なまち
づくり」を目指すために、浜坂地域のブロードバンド
整備は、何としてもやり遂げる必要があります。

ブロードバンドは民間が整備する。

浜坂地域の世帯数や加入見込み数では民間事業者の参入は困難だと確認して
います。
民間事業者が、参入するには 6,000 ～ 8,000 世帯の加入が必要だと言われて
います。また、地域イントラ事業などの情報通信基盤があることが前提であり、
多くの方の加入が必要です。
民間事業者が自主放送等で地域の情報を発信するサービスを提供することは
期待できません。

民間事業者が、参入するには
相当数の加入が必要であり、
業者への光ファイバー借上料
等の負担が必要となります。
中心市街地との地域格差が縮
まりません。

高齢者等インターネットは使わない。

インターネットの普及がめざましく、中でも高速大容量通信が可能なブロー
ドバンドサービスが急増している昨今、また、「光の時代」、「放送と通信が融
合する時代」を迎えている今、ブロードバンドの整備は時代の要請であり、
来るべきユビキタスネットワーク社会にぜひとも必要です。
併せて、技術の革新により高齢者や障害者、子どもにも使いやすく解りやす
い端末の開発も進み、インターネットは、日々生活の中に溶け込んでいます。
（例：タッチパネルによる操作、ゲーム機やケータイのインターネット接続な
ど）

浜坂地域はすでにネット社会に対応して
いる。

浜坂地域には、テレビ放送の難視聴対策やインターネット環境において、高
速・大容量のブロードバンドサービスを受けることができない地域がありま
す。そうした地域には、民間事業者の参入は、ますます見込まれません。

光ケーブルは古い。将来は無線が主流に
なる。

有線にも無線にも長所短所があり、現在はそれぞれの特徴を生かして情報化
を進めています。インターネット社会は日進月歩であり、新しい機能の開発
は絶えず行われていますが、今後期待される機能を待っていては、いつまで
たっても情報化の遅れを取り戻すことは出来ません。それより現段階の最良
の技術を生かし、今後の技術進歩に対応できるブロードバンド整備を行うこ
とが重要だと考えています。

温泉地域は、現在、ケーブルテレビでまちの話題・行
政情報を映像で提供しています。仕事から趣味、生活
に至るまで番組にしていきますので、行政情報が手軽
にお茶の間に届けられます。

自主放送は必要ない。

自主放送は、当面する行政課題である路線バス休止の問題や後期高齢者医療
費保険料の計算の仕方など、仕事から趣味、生活に至るまで番組にしていき
ますので、行政情報が手軽にお茶の間に届けられます。
町内の出来事、課題を町内一斉に同時放送することにより、情報を公開する
ことになります。また、町民共通の話題を持つことができます。
自主放送を持つケーブルテレビは、まちづくり・地域づくりに対して有効な
手段になると期待されています。

合併後の浜坂・温泉両地域の
情報の一元化・一体感の醸成
が困難となります。民間事業
者は、自主放送等で地域の情
報を発信することは期待でき
ません。
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◆ケーブルテレビ事業推進の考え方と反対される住民の意見との比較について
ケーブルテレビ事業 事業反対等の意見 比較（検討課題含む）
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ケーブルテレビ事業 事業反対等の意見 比較（検討課題含む）

「安全・安心なまちづくり」を推進するため、すべて
の世帯に設置します。

○緊急放送をすべての家庭で聞くことができます。
○聞き逃しても録音機能がありますので、後で繰り返

し聞くことができます。
○地区や自治会・学校区単位でグループ放送ができま

す。

浜坂地域の防災行政無線は補修を繰り返
し、このまま使い続ければ良い。

防災は有線より無線のほうが有利であ
る。

浜坂地域の防災情報無線は整備から20年が経過しており、その更新対策が必
要となっています。また、現在約850世帯に屋内放送施設がありません。「安全・
安心のまちづくり」推進の観点からも、防災告知放送の設備整備が必要となっ
ています。更新には補助制度がなく、町単費で約 5～ 6億円かかります。
災害時における通信の問題点として、有線は断線や停電時の不通、無線は天
候や地形が原因の電波障害による混信・不通が指摘されています。そこで、
国は互いの特徴を生かし、総合的な災害対策を行っていく事を進めています。
光ファイバー（ケーブルテレビ）は、情報量の圧倒的な多さを活用し、災害
への備え、事前対応を周知することが最も効果的と考えています。（災害時に
孤立してもどのような行動をとればよいか、日常より情報を提供することと
しています。）災害時においては、災害状況をリアルタイムに映像で把握する
ことができ、予防・減災につながるものと思います。仮に停電の場合は、予
備電源による緊急対策を講じ、また、屋外スピーカのみの利用もできます。

①補助制度がなく、町単費
での事業実施となり、本事
業だけでケーブルテレビ事
業の町負担分相当となりま
す。

②集落の放送施設の維持は、
世帯数の少ない集落では負
担が増えます。

補助金交付申請は結果的に不受理となりましたが、
これまで、「ｅ - むらづくり計画」をはじめ、有利な
補助・交付金制度を受けるために各種の計画を策定
して国・県に協議を重ねて、事業費 18 億円（財源内
訳は国・県補助金 5.8 億円、合併特例債 10 億円、一
般財源は 2.2 億円）という非常に有利な財源スキー
ム※をつくり上げていました。（※スキーム：計画・
枠組み）

町の財政が厳しい中、実施すれば借金が
増え他の事業に予算の配当がされない。…
例えば、医師確保など病院の機能改善を
優先すべき。

ケーブルテレビ事業の総事業費は、最大 18 億円を予定していますが、それ
らを全て町が負担するわけではなく、国庫補助金や合併特例債など、有利な
財源を有効に活用し、3ヵ年事業で整備することとしています。そのほかの
必要な事業についても、行政評価等により事業の必要性を勘案し、実施して
いきます。

①地デジ対策が町内各共聴
組合や各個人での対応とな
り、町の負担は減りますが、
新たな難視等の対策費が生
じます。
②ブロードバンド整備は、
仮 に 民 間 事 業 者 の 参 入 が
あっても、利用料は町のケー
ブルテレビ事業より高額な
住民負担となります。

起債は借金であり、次世代に負担を残す。

次世代を育て、そして、子どもたちがふるさと新温泉町に住み続けるまちづ
くりのために、新温泉町の未来を見据え、未来への責任を果たす事業です。
起債は、地方公共団体が財政運営上必要とする資金を外部から調達するため
発行するもので、学校、公共施設、道路、下水道など大規模工事に際しては
必ず地方債を財源として充当しています。

平成 17 年度の供用開始から４年目を迎え、各種サー
ビスが住民の生活の中に定着しています。

「地域コミュニティの醸成」、「安全・安心のまちづく
り」及び「行政の広報広聴活動の効率化」等に効果
を上げています。

事業の収支が赤字となっている。

ケーブルテレビ事業実施の目的の一つとして、都市部との情報格差を是正し、
地域産業の振興、地域コミュニティの活性化を図っています。また、地域の自
然や風土、ホスピタリティといった魅力を磨くことと併せて、情報通信インフ
ラを活用することで、企業誘致や若者定住も進むことが期待されます。
経費節減をはかり、平成19年度は約1,600万円の不足と前年より収支を改善
しています。また、収支不足とはいうものの、自主放送・文字放送は町の広報
広聴業務であり、広報制作費としても考えられます。
さらに、防災告知端末のサービス等の経費も含まれていることから、純然た
るテレビ事業の赤字という性格にはあたらないと考えます。

自主放送による地域情報や
行政情報が温泉地域のみと
なり、スケールメリットが
少なくなるだけでなく、情
報の一元化・一体感の醸成
が図れません。

新温泉町は、浜坂・温泉両地域が合併してひとつの
まちになっています。まちの話題や行政情報を伝達
する手段・方法は、一元化してひとつにすることが
一体感の醸成や行政の効率化につながります。

住民はケーブルテレビを望んでいないの
で、行政の進め方がおかしい。
（反対署名が住民の意思であり、尊重す
べき。）

数年前から、住民要望として「町防災告知放送が室内に入ってなくて、屋外
だけでは聞き取りにくいので、設置してほしい」「インターネットのスピード
がもっと速くならないか」「災害等のときにラジオ放送が聞けるようにならな
いか」等を個々に受け付けてきました。
これらに個々に対応していくこともひとつの方法ですが、ケーブルテレビ事業は、
これらすべてを総合的に解決できるプロジェクトであると位置づけています。

住民の要望に基づいてサー
ビスを提供することは大切
ですが、一方で、現段階で
は住民要望は少ないように
見えても、国・県の政策や
将来のまちのありようを見
据え先取りして行く施策も
あります。

　ケーブルテレビ事業は、光ファイバーにより各種サービスを総合的に実現する事業であり、代替方法に
おいては、新温泉町という条件不利地域において、民間サービスの実現の可能性の低さや個別事業ごとの
経費面においても困難性があると判断されます。
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り、町の負担は減りますが、
新たな難視等の対策費が生
じます。
②ブロードバンド整備は、
仮 に 民 間 事 業 者 の 参 入 が
あっても、利用料は町のケー
ブルテレビ事業より高額な
住民負担となります。

起債は借金であり、次世代に負担を残す。

次世代を育て、そして、子どもたちがふるさと新温泉町に住み続けるまちづ
くりのために、新温泉町の未来を見据え、未来への責任を果たす事業です。
起債は、地方公共団体が財政運営上必要とする資金を外部から調達するため
発行するもので、学校、公共施設、道路、下水道など大規模工事に際しては
必ず地方債を財源として充当しています。

平成 17 年度の供用開始から４年目を迎え、各種サー
ビスが住民の生活の中に定着しています。

「地域コミュニティの醸成」、「安全・安心のまちづく
り」及び「行政の広報広聴活動の効率化」等に効果
を上げています。

事業の収支が赤字となっている。

ケーブルテレビ事業実施の目的の一つとして、都市部との情報格差を是正し、
地域産業の振興、地域コミュニティの活性化を図っています。また、地域の自
然や風土、ホスピタリティといった魅力を磨くことと併せて、情報通信インフ
ラを活用することで、企業誘致や若者定住も進むことが期待されます。
経費節減をはかり、平成19年度は約1,600万円の不足と前年より収支を改善
しています。また、収支不足とはいうものの、自主放送・文字放送は町の広報
広聴業務であり、広報制作費としても考えられます。
さらに、防災告知端末のサービス等の経費も含まれていることから、純然た
るテレビ事業の赤字という性格にはあたらないと考えます。

自主放送による地域情報や
行政情報が温泉地域のみと
なり、スケールメリットが
少なくなるだけでなく、情
報の一元化・一体感の醸成
が図れません。

新温泉町は、浜坂・温泉両地域が合併してひとつの
まちになっています。まちの話題や行政情報を伝達
する手段・方法は、一元化してひとつにすることが
一体感の醸成や行政の効率化につながります。

住民はケーブルテレビを望んでいないの
で、行政の進め方がおかしい。
（反対署名が住民の意思であり、尊重す
べき。）

数年前から、住民要望として「町防災告知放送が室内に入ってなくて、屋外
だけでは聞き取りにくいので、設置してほしい」「インターネットのスピード
がもっと速くならないか」「災害等のときにラジオ放送が聞けるようにならな
いか」等を個々に受け付けてきました。
これらに個々に対応していくこともひとつの方法ですが、ケーブルテレビ事業は、
これらすべてを総合的に解決できるプロジェクトであると位置づけています。

住民の要望に基づいてサー
ビスを提供することは大切
ですが、一方で、現段階で
は住民要望は少ないように
見えても、国・県の政策や
将来のまちのありようを見
据え先取りして行く施策も
あります。

防
災
告
知
放
送

財
政
ス
キ
ー
ム
・
住
民
負
担

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

温
泉
地
域
の

そ
の
他
の
効
果
等
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21
世
紀
を
先
導
す
る

　
―

日ブ

ロ

ー

ド

バ

ン

ド
・
タ

ウ

ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て
⑥

　

今
月
は
「
⑥
教
育
環
境
の
充
実
」
で

す
。（
シ
リ
ー
ズ
「
21
世
紀
を
先
導
す

る
日
本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち
を
め
ざ

し
て
」
は
今
月
が
最
終
で
す
）

【
情
報
通
信
技
術
活
用
の
個
別
目
標
】

①
農
林
水
産
業
の
活
性
化

②
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・
交
流
の

促
進

③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
促
進

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上

⑥
教
育
環
境
の
充
実

教
育
環
境
の
充
実

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
情
報
を
使

い
こ
な
す
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
教
育
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活

用
し
た
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め
、
学

校
間
で
の
情
報
交
換
や
児
童
の
防
犯
対

策
、
地
域
や
保
護
者
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

◆
基
本
方
針
①

　

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
学
校
間
の
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
の
構
築

　

す
べ
て
の
町
立
小
中
学
校
に
校
内
Ｌ

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
情
報
通
信
技
術
活

用
の
６
つ
の
個
別
目
標
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｎ
を
構
築
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

の
接
続
環
境
を
整
備
し
て
い
る
が
、
今

後
、
総
合
学
習
の
推
進
や
多
様
な
教
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
電
子
学
習
教
材
の

共
有
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
間
で
情
報
交

換
等
が
で
き
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備

を
検
討
す
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習

実
施
の
た
め
、
全
て
の
教
室
か
ら
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
す
る

●
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
器
類
を
改
善
す
る

●
教
員
に
向
け
た
パ
ソ
コ
ン
講
習
指
導

を
開
催
す
る

◆
基
本
方
針
②

　

見
守
り
カ
メ
ラ
設
置
な
ど
に
よ
る
児

童
の
防
犯
対
策

　

近
年
、
子
供
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

広報しんおんせん（11月号）
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▲海での自然学校の様子

※
Ｌ
Ａ
Ｎ

　

Local Area N
etw
ork 

の
略
。
会
社

内
な
ど
特
定
の
範
囲
に
構
築
さ
れ
た
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
構
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
も
い
い
、
建
物
内
や
事
務
所
の
構

内
な
ど
同
一
組
織
内
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
周
辺
機
器
な
ど
を
設
置
し
、
デ
ー
タ

や
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
こ
と
。
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●
児
童
参
加
の
自
主
放
送
番
組
を
企

画
・
制
作
す
る

●
自
主
放
送
番
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
、
学
校
風
景
を
配
信
す
る

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

ブロードバンドあれこれ⑥
テレビのデジタル化だけではダメ

　
　過日、ある方から「テレビのデジタル化とブロー

ドバンド」を同一視されている内容の質問があり

ましたので、整理をしておきます。

　地上デジタル放送を受信することで「介護サー

ビスの申込や各種公共施設の予約などが、テレビ

を通じて行えるようになり、家にいながら各種行

政サービスの手続きを済ませることが可能となる

のですね」と言うのです。このようなサービスは、

テレビの双方向機能が基本であり、電話・インター

ネット回線を利用しなければ受けられないサービ

スです。解りやすく言うとパソコン機能がデジタ

ルテレビによって行えるようになることです。電

波を受信するだけでは、成り立たないサービスが

始まろうとしています。

　また、無線の有効性について香美町小代地域の

複数の集落で地上デジタル放送をギャップフィ

ラー（無線）で再送信していることを言われます。

このギャップフィラーは、地上デジタル放送を狭

い範囲に電波で再送信するシステムで、各家庭で

アンテナを上げて受信することになります。地上

デジタル放送に対応するだけであって、ギャップ

フィラーによってブロードバンド環境の整備が出

来るものではありません。テレビのデジタル化に

よって、ブロードバンド環境が整備されるもので

はありません。

●
学
校
関
係
者
と
連
携
し
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

を
使
い
登
下
校
中
の
児
童
の
所
在
地

を
確
認
で
き
る
な
ど
の
児
童
の
防
犯

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

◆
基
本
方
針
③

　

町
民
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積

極
的
に
活
用
し
、
学
校
と
家
庭
（
保
護

者
）
を
結
ぶ
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構
築

し
、
学
校
行
事
や
授
業
の
風
景
な
ど
を

動
画
で
配
信
で
き
る
ほ
か
、
保
護
者
と

学
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

掲
示
板
を
設
置
す
る
な
ど
町
民
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
。

児
童
等
が
安
全
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
防
犯
管
理
体
制
を

徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
児
童
の

防
犯
対
策
の
手
法
と
し
て
防
犯
用
Ｉ
Ｃ

タ
グ
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

具
体
に
つ
い
て
は
学
校
と
調
整
・
検
討

し
な
が
ら
望
ま
し
い
防
犯
対
策
の
構
築

を
目
指
す
。

●
定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
児
童
の
登

下
校
の
安
全
管
理
や
プ
ー
ル
な
ど
の

学
校
施
設
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る

広報しんおんせん（11月号）

H20（2008）.11.13

※
Ｉ
Ｃ
タ
グ

　

Ｉ
Ｃ
はIntegrated Circuit

の
略
。

微
小
な
半
導
体
チ
ッ
プ
。
主
に
人
や
物

の
移
動
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
高
度

に
管
理
す
る
た
め
に
取
り
付
け
ら
れ
る

Ｉ
Ｃ
を
内
蔵
す
る
電
子
タ
グ
の
こ
と
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
町道塩山灰子線道
路改良工事

塩山 施工延長　L＝ 40m 2,730,000 平成 20年 10月 10日～
　平成 20年 12月 20日

㈲田中土建

町道小山奥土井線
道路改良工事 多子 施工延長　L＝ 45.7m 2,992,500

平成 20年 10月 10日～
　平成 20年 12月  8 日 赤坂土建㈱

新温泉町クリーン
センターストーカ
整備工事

田井
焼却炉ストーカの交換
修繕　1式 3,360,000

平成 20年 10月 15日～
　平成 21年  1 月 15 日 ㈱島井組プラント

（平成 20 年 9 月 16 日～平成 20 年 10 月 15 日契約分）
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広報しんおんせん（11月号）

平
成
19
年
度
決
算
報
告

　

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

普
通
会
計
の
平
成
19
年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
歳
入
・
歳
出
別
内
訳
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。
歳
入
総
額
は
99
億
６
８
５
７
万
円
（
対
前
年
度
比
96
・
１
％
）、
歳
出
総

額
は
99
億
１
０
６
８
万
円
（
対
前
年
度
比
97
・
５
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
控
除
し
た
も
の
か
ら
翌
年
度
繰
越
財
源(

２
１
８
８
万
円
）
を
控
除
し
た
結
果
、

３
６
０
１
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。地方交付税

42億 183 万円
42.2％

町税
16億 1,844 万円
16.2％

普通会計

歳入
99 億 6,857 万円

普通会計

歳出
99 億 1,068 万円

普通建設事業費
15億 1,995 万円
15.3％

物件費
13億 209 万円
13.1％

人件費
18億 5,123万円
18.7％

町債
15億 516 万円
15.1％

県支出金
7億 5,589 万円
7.6％

分担金及び負担金
1,346 万円
0.1％

使用料及び手数料
3億 8,621 万円
3.9％

国庫支出金
4億 6,258 万円
4.7％

諸収入
3億 7,125 万円
3.7％
繰越金
1億 9,158 万円
1.9％
繰入金
2,315 万円
0.2％

財産収入・寄付金
2,152 万円
0.2％

維持補修費
5,847 万円
0.6％

補助費等
11億 7,675 万円
11.9％

扶助費
5億 4,869 万円
5.5％

公債費
15億 8,072 万円
16.0％

積立金
3億 2,268 万円
3.3％

投資及び出資金、貸付金
3億 875 万円
3.1％

災害復旧事業費
1億 6,162 万円
1.6％

譲与税・交付金
4億 1,750 万円
4.2％

平
成
19
年
度
歳
入
歳
出
の
概
要

【
歳
入
】

　

町
税
は
、
平
成
18
年
度
に
比
べ

1
億
２
８
７
４
万
円
（
8.6
％
）
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
国
か
ら
の

税
源
移
譲
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
町
民

税
が
21
・
１
％
（
う
ち
所
得
割
26
・
１
％

増
）が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、

所
得
譲
与
税
が
１
億
２
１
９
６
万
円
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
合
併
支
援
措
置
の
減
額
の

影
響
で
1.1
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
国･

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
継

続
事
業
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

対
す
る
補
助
金
が
大
幅
増
と
な
っ
た
も

の
の
、
小
学
校
改
築
事
業
及
び
災
害
復

旧
事
業
に
係
る
補
助
金
が
減
と
な
り
、

6.5
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
繰

入
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度
に
高

利
率
の
起
債
の
繰
上
償
還
を
行
う
た
め

減
債
基
金
繰
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
歳
入
全
体
で
は
平
成

18
年
度
に
比
べ
て
４
億
１
４
８
万
円
の

減
（
対
前
年
度
比
△
3.9
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
の
う
ち
義
務
的
経
費
に
つ
い

て
、
人
件
費
は
職
員
の
退
職
欠
員
不
補

充
に
よ
り
平
成
18
年
度
に
比
べ
て
3.1
％

減
と
な
り
ま
し
た
が
、
決
算
年
度
中
の

豪
雪
に
よ
り
除
雪
関
連
の
維
持
補
修
費

が
１
７
７
・
８
％
と
大
幅
増
と
な
り
、

※普通会計とは、地方財政統計上統一的に用いられる会計区分。個々の地方
公共団体ごとの財政比較や統一的な掌握を行うための会計区分。

繰出金
10億 7,973 万円
10.9％
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年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

起債制限
比率

実質公債費
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 19年度 94.2 17.8 14.7 18.3 0.325 0.6
平成 18年度 94.6 21.4 14.8 17.9 0.313 0.9 

広報しんおんせん（11月号）

H20（2008）.11.13

加
え
て
扶
助
費
に
つ
い
て
は
民
生
費

に
か
か
る
扶
助
費
が
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。借
金
の
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、

高
利
率
の
町
債
の
繰
上
償
還
と
過
去
の

大
規
模
事
業
返
済
元
金
が
平
成
18
年
度

で
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
平
成
18
年
度

に
比
べ
て
26
・
６
％
の
大
幅
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
に
比
べ
て
11
・
８
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
学
校
施

設
整
備
事
業
、
支
所
移
転
事
業
な
ど
が

減
と
な
り
、
一
方
で
浜
坂
多
目
的
公
園

整
備
事
業
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
、
並
形
魚
礁
設
置
事
業
な
ど
と
の

相
殺
に
よ
り
全
体
で
は
減
と
な
り
ま
し

た
。
災
害
復
旧
事
業
費
は
、
前
年
度
対

比
７
０
３
１
万
円
、
43
・
５
％
の
大
幅

減
と
な
り
ま
し
た
。

会　　計　　名 歳入総額（A） 歳出総額（B）（A）－（B） 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一般会計 9,837,377 9,809,727 27,650 5,869 21,781
国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,844,452 1,842,426 2,026 0 2,026
国民健康保険事業特別会計（照診施設勘定） 39,857 39,857 0 0 0
国民健康保険事業特別会計（八診施設勘定） 26,407 26,407 0 0 0
国民健康保険事業特別会計（歯科診施設勘定） 61,976 61,976 0 0 0
老人保健事業特別会計 2,183,610 2,183,610 0 0 0
介護保険事業特別会計 1,209,967 1,201,727 8,240 0 8,240
浜坂地区残土処分場事業特別会計 121,083 93,792 27,291 16,006 11,285
温泉地区残土処分場事業特別会計 35,729 33,562 2,167 0 2,167
宅地造成事業特別会計 2 0 2 0 2
コミュニティ ･プラント事業特別会計 118,186 117,405 781 0 781
簡易水道事業特別会計 29,716 25,146 4,570 0 4,570
七釜温泉配湯事業特別会計 14,890 6,949 7,941 0 7,941
下水道事業特別会計 1,003,934 1,000,048 3,886 0 3,886

用語解説

経常収支比率　町税、地方交付税を中心とする
経常一般財源が、人件費、扶助費、公債費のよ

うな義務的経費にどの程度消費されているかに

よって、財政構造の弾力性を判断するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還に必要な
経費）に充当された一般財源の一般財源総額に

占める割合。

起債制限比率　地方債の許可制限に係る指標と
して地方債許可方針に規定されたもの。20％以

上なら起債制限が適用される。

実質公債費比率　地方債の許可制度が協議制度
に移行したことに伴う新たな指標で、18％未満

なら借入の際に協議で足りるが、18％以上とな

ると許可が必要となる。さらに 25％以上なら

起債制限団体となる。

財政力指数　地方交付税法の規定により算出さ
れた数値の過去３ヵ年の平均値で、財源の余裕

度を判断するもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する実質収支
額の割合をいう。

※標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源

の標準規模を示したもので、通常水準の行政

活動を行う上に必要な一般財源の総量をいう。

※経常収支比率、公債費比率、起債制限比率、

実質公債費比率は低い方が良いが、実質収支

比率、財政力指数は大きいほうが良い。

（一般会計及び特別会計） （単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収入 支出 収入 支出
浜坂温泉配湯事業会計 45,269 40,617 0 4,029
水道事業会計 296,291 326,910 774 66,097
公立浜坂病院事業会計 1,230,791 1,386,302 566,937 566,839

（企業会計） （単位：千円）

◆財政構造 （単位：％）

【分析】経常収支比率は、94.2％で前年度対比 0.4％改善されました。
その要因は、退職者の欠員不補充による人件費の削減により人件費充
当一般財源が減少し、さらに公債費（町債償還額）の減少に伴い公債
費充当一般財源が減となり、結果、経常収支比率が下降しました。
　また、実質公債費比率は、当該年度を含めて３ヵ年の平均値である
ことから、平成 16年度単年度 15.1％と平成 19年度 17.2％の相殺に
より前年度から 0.4％上昇しました。本町の財政構造は実質公債比率
が 19年度決算で 18％を超えたものの、地方公共団体財政健全化法で
の早期健全化基準の 25％を下回っており、財政的には健全な状態で
あるといえます。しかし、今後も最少の経費で最大の効果が発揮でき
るよう、歳出の削減に努める必要があります。
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平
成
19
年
度

　
　

普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

平
成
19
年
度
新
温
泉
町
普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
公
表
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
は
、
企
業
会
計
手
法
に
よ
る
財
政
状
況
の
分
析
を
表
し
た
も
の
で
、
資
産
、

負
債
等
の
ス
ト
ッ
ク
状
況
の
全
体
像
を
、
総
合
的
か
つ
一
覧
性
の
あ
る
形
で
、
皆
さ

ん
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
す
。

平成 19 年度普通会計バランスシート
　（平成 20 年 3 月 31 日現在）

区　　　分 平成 19 年度
（単位：百万円）

住民 1 人あたり
（単位：千円）

資

　

　

産

有形固定資産 37,758 2,158
　　（うち土地） 7,012 401

民生関係 1,760 101
衛生関係 3,548 203
農林水産関係 7,097 406
土木関係 9,518 543
教育関係 10,032 573
その他 5,803 332

投資等 3,923 224
投資・出資金 2,980 170
貸付金 250 14
基金 503 29
退職手当組合積立金 190 11

流動資産 705 40
現金・預金 539 31

財政調整基金 457 26
減債基金 24 2
歳計現金 58 3

未  収  金 166 9
地方税 147 8
その他 19 1

資産合計 42,386 2,422

負

債

負債 18,784 1,073
固定負債 17,447 997

地方債 14,564 832
債務負担行為 0 0
退職給与引当金 2,883 165

流動負債 1,337 76
翌年度償還予定額 1,337 76

正
味
資
産

正味資産計 23,602 1,349
国庫支出金 4,692 268
県支出金 4,647 266
一般財源等 14,263 815

負債・正味資産合計 42,386 2,422

　

平
成
19
年
度
は
、
平
成
18
年
度
と
比

べ
資
産
が
16
・
08
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

主
な
増
減
に
つ
い
て
は
、
有
形
固
定

資
産
の
償
却
に
よ
り
、
14
・
72
億
円
減

少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
振
興
基
金

へ
の
積
立
（
投
資
等
）
を
３
億
円
行
う

た
め
に
、
合
併
特
例
債
（
固
定
負
債
・

地
方
債
）
を
発
行
し
た
た
め
、
１
・

42
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

バランスシートの見方
◇本町の持っているストック＝資産（施設や道路など
の財産）と、その資産をどのようにして調達したか
を表します。
◇負債は、資産形成に関して将来世代の負担となる借
金を表します。

◇正味資産は、資産形成に関して現世代が負担した分
を表します。うち国庫支出金、県支出金は、国や県
が支出した金額、一般財源等は住民からの税金によ
り資産が形成された金額です。

◇バランスシートは、本町の行政活動のうち、資産の
形成につながるものを表します。

新
温
泉
町
の 

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
特
徴

　

平
成
19
年
度
は
、
平
成
18
年
度
と
比

べ
資
産
が
16
・
08
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
負
債
は
、
１
・

23
億
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
分
析
指
標

の
結
果
も
ふ
ま
え
る
と
、
有
形
固
定
資

産
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
公
共

施
設
等
の
老
朽
化
の
た
め
資
産
の
価
値

が
全
体
的
に
下
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

基
金
の
残
高
で
は
、
平
成
19
年
度
に

新
規
に
地
域
振
興
基
金
の
積
立
を
３
億

円
行
っ
た
た
め
、
大
幅
な
伸
び
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
世
代
の
負

担
は
平
成
18
年
度
と
の
比
較
で
2.1
％
増

加
し
、
将
来
の
負
担
に
対
し
蓄
え
は
不

足
が
ち
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

住
民
１
人
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
を
人
口
で
割
る
と
、
住
民
１
人
あ
た

り
の
財
産
の
額
や
負
債
の
額
な
ど
を
一

覧
表
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
温
泉
町
の
場
合
、
住
民
１
人
あ
た

り
の
資
産
は
２
４
２
・
２
万
円
と
な
り
、

昨
年
よ
り
も
５
万
円
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
資
産
の
う
ち
基
金
積
立
等
の

投
資
は
、
22
・
４
万
円
と
な
り
昨
年
よ

り
も
2.4
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
負
債
は
１
０
７
・
３
万
円
と
昨
年

よ
り
も
2.4
万
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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　新温泉町財政のバランスシートを使った分析
財政分析指標 新温泉町 指　標　の　見　方

世 代 間 負 担 比 率 
（負債合計／有形固定資産合計）

49.7％ 今ある資産を将来世代がどれくらい負担しなけ
ればならないかを示します。

予 算 額 対 資 産 比 率 
（資産合計／歳入合計）

4.25 年 今ある資産の形成に何年分の歳入が必要かを示
します。

用語解説

有形固定資産　町の不動産（建物、道路など）
や動産（自動車、コンピューターなど）のう

ち保有が長期に及ぶもの。

投資及び出資金　財団法人などへの出資金や
保有している有価証券。

歳計現金　歳入決算額と歳出決算額の差額。
未収金　年度末までに回収できなかった税金
など。

債務負担行為　資産として物件を引き渡され
たが支払が済んでいないもの等の金額。

退職給与引当金　年度末在籍職員全員が退職
するとした場合に支払われる退職手当金額。

翌年度償還予定額　年度末残高のうち、翌年
度の元金償還予定額を計上したもの。

一般財源等　主に住民からの町税や地方交付
税により資産がつくられた金額。

キャッシュ・フロー計算書　行政活動をお金
の流れから見たもので、一会計年度の現金・

現金同等物の増減内訳を表わしたもの｡ この

計算書を見ればお金の流れがわかり、基本的

な考え方は歳入歳出決算書と同じ｡

【キャッシュフロー計算書の分析】
　この計算書では、活動区分（行政活動・投資活動・財務活動）別に表示することで、それぞれの活動における資金調達
の原資や、資金の使い方を明確にしています｡
　まず、行政活動によるキャッシュ ･フローでは、経常の行政活動から発生する資金を表しています。新温泉町では、約
24億 4千万円の黒字です｡ 次に、投資活動によるキャッシュ ･フローですが、固定資産の取得や貸付による収支などの資
金を載せています。
　社会資本形成を表す投資活動による支出を、将来の負担に頼らないためには、投資活動の赤字額を行政活動の黒字額の
範囲内に抑えなければなりません｡ 新温泉町は約８千万円の赤字となっています。
　最後に財務活動によるキャッシュ ･フローですが、これは地方債の発行 ･償還による収支を表しています｡ 平成 19年度
末では約 7千万円の赤字となっています｡ ここでは、町債残高が減少したことがわかります。

Ⅰ　行政活動によるキャッシュ・フロー
1 税収 1,749,365
2 使用料及び手数料収入 386,208
3 人件費による支出 ▲ 1,851,226
4 物件費による支出 ▲ 1,302,084
5 維持補修費による支出 ▲ 58,469
6 扶助費による支出 ▲ 548,690
7 諸収入 200,477

小　計　 ▲ 1,424,419
8 交付金による収入 4,488,410
9 国庫及び都道府県支出金による収入 854,409
10 分担金・負担金・寄附金による収入 13,769
11 補助費等による支出 ▲ 1,489,864

行政活動によるキャッシュ・フロー 2,442,305
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
1 有形固定資産の取得による支出 ▲ 1,368,461
2 国庫及び都道府県支出金による収入 364,060
3 財産の売却・運用による収入 21,213
4 貸付金元利収入 170,770
5 貸付金の貸付による支出 ▲ 205,316
6 投資及び出資による支出 ▲ 103,437
7 他会計・基金からの繰入による収入 704
8 積立基金への積立による支出 ▲ 322,682
9 他会計・定額運用基金への繰出しによる支出 ▲ 1,079,726

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 2,522,875
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
1 地方債の発行による収入 1,505,158
2 地方債の償還による支出 ▲ 1,264,986
3 支払利子及び公債諸費による支出 ▲ 315,734

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 75,562
Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額 ▲ 156,132
Ⅴ　現金及び現金同等物の繰越残高 695,055
Ⅵ　現金及び現金同等物の年度末残高 538,923

【平成 19 年度　普通会計キャッシュフロー計算書】

―問い合わせ―
　総務課　財政係

　℡（０７９６）８２‐３１１１

（単位：千円）
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

　

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表
に
関
す
る
規
定
は
、
平
成
20
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、
平
成
19
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率

等
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務
な
ど
そ
の
他
の

規
定
は
、
平
成
21
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
、
平
成
20
年
度
以
降
の
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
等
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

健
全
化
法
は
、
地
方
公
共
団
体
（
都

道
府
県
、
市
町
村
及
び
特
別
区
）
の
財

政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早

期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す

る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
以
下
の
４
つ

の
財
政
指
標
を
「
健
全
化
判
断
比
率
」

と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団

体
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
を
そ
の
算
定
資

料
と
と
も
に
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

①
実
質
赤
字
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団
体

の
一
般
会
計
等
を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
額
の

標
準
財
政
規
模
（
地
方

公
共
団
体
の
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一

般
財
源
の
規
模
を
示
す

も
の
）
に
対
す
る
比
率

で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行

う
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等
の
赤

字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え

ま
す
。

公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要
す

る
団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判
定

に
用
い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質
公

債
費
比
率
と
同
じ
で
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等

に
係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を

控
除
し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お

い
て
同
じ
）

④
将
来
負
担
比
率　

地
方
公
社
や
損
失

補
償
を
行
っ
て
い
る

出
資
法
人
等
に
係
る

も
の
も
含
め
、
当
該

地
方
公
共
団
体
の
一

般
会
計
等
が
将
来
負

担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規

模
を
基
本
と
し
た
額

に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の

一
般
会
計
等
の
借
入

金
（
地
方
債
）
や
将

来
支
払
っ
て
い
く
可

能
性
の
あ
る
負
担
等

の
現
時
点
で
の
残
高

を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い

え
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む

当
該
地
方
公
共
団
体
の
全

会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
又
は
資
金
の
不
足

額
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
で
す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字

や
黒
字
を
合
算
し
、
地
方

公
共
団
体
全
体
と
し
て
の

赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
地
方
公
共

団
体
全
体
と
し
て
の
財
政
運
営
の
悪
化

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団

体
の
一
般
会
計
等
が

負
担
す
る
元
利
償
還

金
及
び
準
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模

を
基
本
と
し
た
額
※

に

対
す
る
比
率
で
す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）

の
返
済
額
及
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
、
資
金

繰
り
の
程
度
を
示
す

指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財

政
健
全
化
法
の
実
質

実質赤字比率 ＝

一般会計等の
実質赤字額

標準財政規模

連結実質
赤字比率 ＝

連結実質赤字額

標準財政規模

将来負担比率 ＝

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財
源見込額＋地方債現在高等に係る基準財
政需要額算入見込額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償還
金に係る基準財政需要額算入額）

実質公債費比率
（３ヵ年平均） ＝

（地方債の元利償還額＋準元利償還額）
－（特定財源＋元利償還金・準元利償還
金に係る基準財政需要算入額）

標準財政規模－（元利償還金・準元利償
還金に係る基準財政需要額算入額）
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資
金
不
足
比
率
の
概
要

①
資
金
不
足
比
率

　

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
の
不

足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比

率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公

営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
態
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

地
方
公
共
団
体

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計
等

特別会計

公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

資
金
不
足
比
率

用語解説
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標の
総称。

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実質
赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会計
のうち、地方公営事業会計以外のもの。

実質赤字額　　当該年度に属すべき収入と支出との実質
的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度に繰
り越すべき継続費逓次繰越や繰越明許費繰越等の財
源を控除した額。

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常収
入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもの
で、標準税収入額等に普通交付税を加算した額。

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。

資金の不足額　　公営企業ごとに資金収支の累積不足額
を表すもの。

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支が不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況において、
自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべき基
準として定められた数値。

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい不
均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが困
難な状況において、計画的にその財政の健全化を図
るべき基準として定められた数値。

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準として、
資金不足比率について定められた数値。

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 19 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.44 20
連結実質赤字比率 － 19.44 40
実質公債費比率 18.3 25 35
将来負担比率 173.2 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と
記載しています。

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計の名称 平成 19 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 － 20
簡易水道事業特別会計 － 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
宅地造成事業特別会計 － 20
※資金不足が生じない場合は、「－」と記載しています。

資金不足
比率 ＝

資金の不足額

事業の規模

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以
下のとおりです。

うち
公営企業
会計

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問い合わせ―
総務課　財政係

　℡（０７９６）８２‐３１１１
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歳
入
と
歳
出
の
状
況

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
9
月
末
現
在
で
93
億
６
７
２
７
万…

７
千
円
で
す
。

　

収
入
済
額
は
42
億
５
５
６
０
万
７
千

円
。
予
算
額
に
対
す
る
収
入
率
は
45
・

４
％
で
す
。
ま
た
、
支
出
負
担
行
為
済

額
は
40
億
２
０
９
９
万
１
千
円
、
予
算

額
に
対
す
る
支
出
負
担
行
為
済
率
は

42
・
９
％
で
す
。

　

歳
入
、
歳
出
の
科
目
別
の
執
行
状
況

は
、
表
１
、２
の
と
お
り
で
す
。

　

特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
執
行

状
況
は
、
表
３
、４
の
と
お
り
で
す
。

町
債
、
基
金
な
ど
の
状
況

　

町
債
は
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
で
、
一
般
会
計

の
現
在
高
は
１
４
７
億
５
２
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
５
の
と
お
り
）

借
入
先
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、

簡
易
保
険
や
年
金
な
ど
の
政
府
資
金
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
支
払
資
金
と

す
る
一
時
借
入
金
の
合
計
額
は
、

４
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。（
表
６
の

と
お
り
）

　

さ
ら
に
、
資
金
を
積
み
立
て
て
い
る

基
金
等
の
合
計
額
は
15
億
９
２
６
８
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
７
の
と
お

り
）

 

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

 ―
 

平
成
20
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
） ―

　

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

町
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
20
年
度
9
月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
・
地
方
債
及
び
一
時
借

入
金
の
現
在
高
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出科目 予算現額
（千円）

支出負担行為済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 111,403 54,927 49.3
総　務　費 1,073,999 464,221 43.2
民　生　費 1,838,753 682,009 37.1
衛　生　費 872,595 611,831 70.1
労　働　費 11,948 7,863 65.8

農林水産業費 1,046,176 224,296 21.4
商　工　費 372,827 270,252 72.5
土　木　費 340,997 106,557 31.2
消　防　費 447,010 397,651 89.0
教　育　費 803,267 416,815 51.9
災害復旧費 29,643 492 1.7
公　債　費 1,575,641 784,077 49.8
諸  支  出  金 824,138 0 0.0
そ　の　他 18,880 0 0.0
合　　　計 9,367,277 4,020,991 42.9

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,623,706 879,202 54.1
地方譲与税 127,700 36,962 28.9
各種交付金 310,400 150,945 48.6
地方交付税 4,332,027 2,846,921 65.7
分担金及び
　　負担金 78,236 28,742 36.7

使用料及び
　　手数料 236,299 110,688 46.8

国庫支出金 286,495 34,838 12.2
県  支  出  金 806,293 93,337 11.6
財  産  収  入 117,599 6,616 5.6
繰　入　金 163,314 0 0.0
諸　収　入 398,488 65,876 16.5
町　　　債 863,698 0 0.0
寄　附　金 22,242 700 3.1
そ　の　他 780 780 100.0
合　　　計 9,367,277 4,255,607 45.4

表２【一般会計歳出】 表１【一般会計歳入】
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表４【公営企業会計】

表３【特別会計】

会　　計　　名 地方債残高
一般会計 14,705.2
コミュニティ・プラント事業特別会計 546.4
簡易水道事業特別会計 0.0
下水道事業特別会計 9,825.9
水道事業会計 2,190.0
公立浜坂病院事業会計 1,670.9

合　　　　計 28,938.4

表７【基金等現在高】

表５【地方債の現在高】

表６【一時借入金の現在高】

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出負担行為済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,926,969 1,338,057 69.4 955,425 49.6
老人保健事業特別会計 206,117 186,031 90.3 182,366 88.5
介護保険事業特別会計 1,175,653 473,623 40.3 514,846 43.8
浜坂地区残土処分場事業特別会計 56,936 23,054 40.5 10,263 18.0
温泉地区残土処分場事業特別会計 20,571 23,222 112.9 4,351 21.2
コミュニティ・プラント事業特別会計 116,469 7,166 6.2 58,415 50.2
宅地造成事業特別会計 12,024 2 0.0 0 0.0
簡易水道事業特別会計 25,167 15,168 60.3 6,182 24.6
七釜温泉配湯事業特別会計 11,636 11,167 96.0 1,739 14.9
下水道事業特別会計 1,005,488 94,793 9.4 497,929 49.5
後期高齢者医療特別会計 194,142 57,602 29.7 62,669 32.3

合　　　　　　　計 4,751,172 2,229,885 46.9 2,294,185 48.3

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病院事業
予算現額 1,449,717 1,561,639 193,281 193,281
執行済額 562,432 608,271 110,895 58,577
収納・執行率（％） 38.8 39.0 57.4 30.3

水道事業
予算現額 277,233 378,233 9 121,477
執行済額 114,770 73,432 0 29,991
収納・執行率（％） 41.4 19.4 0.0 24.7

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 47,664 47,664 2 105
執行済額 19,624 7,751 0 0
収納・執行率（％） 41.2 16.3 0.0 0.0

◆公有財産

公用財産 土地 15,688㎡
建物 7,623㎡

公共用財産 土地 788,764㎡
建物 133,065㎡

普通財産 土地 3,264,104㎡
建物 3,355㎡

山　　林 所有 2,982,205㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 25施設
物　　件 地上権 1,294,686㎡
有価証券 442 千円
出資による権利 434,727 千円

◆基　　金 　　 （単位：千円）
財政調整基金 477,617
地域振興基金 300,000
土地開発基金 73,806
減債基金 27,769
ふるさと水と土保全対策基金 2,575
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 371,112
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 109,351
下タ山公共建設残土処分場
　　　　　　　   事業基金 50,279

十字谷残土処分場整備基金 40,143
七釜温泉配湯事業施設

整備積立基金 25,534

生活排水処理事業基金 104,681
二日市温泉配湯事業施設整備基金 1,571
浜坂簡易水道事業施設整備基金 8,000

合　　　　計 1,592,681

（単位：千円）

（単位：百万円）

（単位：千円）

会　　計　　名 借入金現在高
一般会計 0
国民健康保険事業特別会計 0
公立浜坂病院事業会計 450,000

合　　　　計 450,000
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い
よ
い
よ
11
月
24
日
開
通
！

　
　
　
　

東
浜
居
組
道
路

　

新
温
泉
町
居
組
か
ら
鳥
取
県
岩
美
町
陸
上
を
結
ぶ「
東
浜
居
組
道
路
」（
延
長
３
・
５

㌔
）
が
11
月
24
日
（
月
）
に
開
通
し
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
鳥
取
市
か
ら
豊
岡
市
を

経
て
宮
津
市
に
至
る「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
」（
延
長
約
１
２
０
㌔
）の
一
部
で
、

平
成
6
年
に
計
画
路
線
と
し
て
指
定
を
受
け
た
地
域
高
規
格
道
路
で
す
。

東浜居組道路　延長＝ 3.5㎞

鳥取県　延長＝約 1.6㎞ 兵庫県　延長＝約 1.9㎞

国道 178 号線

東浜海岸

至 

鳥
取

至 

浜
坂

七坂トンネル　延長＝ 1,821m
（鳥取側：670m、兵庫側：1,151m）

兵庫県鳥取県

居組大橋東浜大橋

東浜 IC 居組 IC

東浜居組道路整備による時間短縮効果は、約６分

　

こ
の
う
ち
兵
庫
県
内
は
約
46
㌔
で
、

香
住
道
路
（
延
長
＝
６
・
２
㌔
）
は
平

成
17
年
3
月
に
開
通
し
、
続
い
て
東
浜

居
組
道
路
が
こ
の
度
、
開
通
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
余
部
道
路
（
延
長
＝

５
・
３
㌔
）
は
現
在
整
備
中
で
す
。

　

一
般
国
道
１
７
８
号
の
兵
庫
県
と
鳥

取
県
の
県
境
部
は
、通
称
「
七
坂
八
峠
」

と
呼
ば
れ
、
急
な
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、

特
に
冬
季
に
は
交
通
の
難
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
峠
の
改
良

は
地
元
住
民
の
悲
願
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

東
浜
居
組
道
路
は
、
兵
庫
県
、
鳥
取

県
に
よ
る
共
同
施
工
で
、
七
坂
八
峠
を

ト
ン
ネ
ル
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
円
滑

な
交
通
を
確
保
し
、
鳥
取
東
部
と
但
馬

地
方
の
交
流
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
将
来
的
に
は
「
鳥
取
豊
岡
宮
津
自

動
車
道
」
の
一
部
区
間
と
し
て
、
他
の

自
動
車
専
用
道
路
と
つ
な
が
り
、
鳥
取

東
部
、
但
馬
、
京
都
北
部
の
３
地
方
生

活
圏
の
交
流
、
連
携
が
強
ま
る
と
と
も

に
、
鳥
取
空
港
、
但
馬
空
港
や
重
要
港

湾
で
あ
る
舞
鶴
港
、
鳥
取
港
な
ど
交
通

拠
点
へ
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
り
、
地

域
の
生
活
が
支
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
、
中

国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取
線
、
京

都
縦
貫
自
動
車
道
、
山
陰
自
動
車
道
と

連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
全
国
的
な
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。
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安
心
と
安
全

▼
救
急
医
療
搬
送
の
時
間
短
縮

　

浜
坂
で
発
生
し
た
救
急
事
案
の
う
ち

約
１
／
４
が
鳥
取
県
の
病
院
へ
搬
送

（
転
院
、
転
送
含
む
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
搬
送
は
、
国
道
９
号
線
を
経

由
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
た
め
、
東
浜
居
組
道
路
の
開
通
に
よ

り
、
こ
の
搬
送
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ

れ
、く
ら
し
の
安
心
感
が
広
ま
り
ま
す
。

地
域
間
の
連
携
強
化

　

豊
岡
市
を
中
心
都
市
と
す
る
但
馬
地

方
に
あ
っ
て
、
新
温
泉
町
は
鳥
取
市
と

の
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
取
県
東
部
と
の
連
携
強
化
は
、
地
域

の
豊
か
な
く
ら
し
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

産
業
・
観
光
の
活
性
化

　

日
本
海
沿
岸
に
は
多
く
の
漁
港
が
あ

り
、
国
道
１
７
８
号
線
は
水
揚
げ
さ
れ

た
漁
獲
物
の
運
送
経
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
浜
坂
温
泉
や
鳥

取
砂
丘
な
ど
の
観
光
地
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
東
浜
居
組
道
路
は
、
こ
う
し
た

地
域
の
産
業
・
観
光
の
活
性
化
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
土
木
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１

▼
災
害
対
策
の
充
実

　

現
在
の
国
道
１
７
８
号
線
の
東
浜
～

居
組
間
は
、
全
線
が
異
常
気
象
時
通
行

規
制
区
間
と
な
っ
て
お
り
、
大
規
模
な

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
東
浜
居
組
道
路
は
、
こ
う
し
た
災

害
に
も
強
い
道
路
と
な
り
ま
す
。

■浜坂の救急事案件数

■三次救急医療機関への搬送時間
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行
財
政
改
革　

平
成

19
年
度
実
績

　

将
来
に
わ
た
る
強
固
な
財
政
基
盤
と
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
体
制
を
確
立
す
る

た
め
平
成
18
年
12
月
に
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成
18
年
度
か
ら
４
年
間
を

改
革
の
集
中
的
な
実
施
期
間
と
位
置
付
け
て
、
５
つ
の
柱
に
基
づ
き
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
継
続
項
目
を
中
心

に
人
件
費
・
職
員
数
の
削
減
、
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
新
た
に
、

窓
口
業
務
の
時
間
延
長
、
事
務
事
業
評

価
の
実
施
・
公
表
、
長
期
継
続
契
約
の

導
入
、
広
報
誌
に
お
け
る
広
告
掲
載
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

78
項
目
の
う
ち
63
項
目
（
80
・
８
％
）

に
つ
い
て
計
画
ど
お
り
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
取
り
組
み
が
十
分
で
な
か
っ
た

項
目
と
し
て
は
、
健
全
財
政
の
確
保
、

未
利
用
地
の
売
却
処
分
、
町
税
収
納
率

の
向
上
、
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

行
政
改
革
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

◆平成 19 年度行財政改革実施計画の実績

実 施 期 間 平成 18年度～平成 21年度　４年間

計画効果額 平成 19年度まで　　764,255 千円
　（うち 19年度　　  175,839 千円）

実績効果額 平成 19年度まで　　700,065 千円　　達成率 91.6％
　（うち 19年度　　  110,563 千円　　達成率 62.9％）

 

里
親
制
度
の
ご
紹
介

　

子
ど
も
は
、
保
護
者
の
深
い
愛
情
に
包
ま
れ
て
、
家
庭
で
す
こ
や
か
に
育
つ
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
保
護
者
の
事
故
や
病
気
な
ど
の
た
め
に
自
分
の
家
で
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、
自

分
の
家
に
引
き
取
っ
て
、
深
い
愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
を
「
里

親
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
里
親
制
度
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
民
法
上
の
養
子
縁
組
制
度
と
は
異
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
里
親
委
託
を
経
て
養
子

縁
組
に
つ
な
が
る
例
は
あ
り
ま
す
。

里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
は

①
児
童
相
談
所
〔
豊
岡
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
℡
（
０
７
９
６
）
22
‐

４
３
１
４
〕
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
児
童
相
談
所
の
職
員
が
、
里
親
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
説
明
を
い
た
し

ま
す
。

③
里
親
の
申
込
を
受
け
る
と
、
児
童
相

談
所
の
職
員
が
里
親
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
か
調
査
い
た
し
ま
す
。

④
里
親
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
確
認
さ

れ
た
ら
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
り
登

録
さ
れ
ま
す
。

里
親
に
な
る
た
め
の
要
件

①
心
身
と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と

②
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
の
理
解
、

熱
意
が
あ
る
こ
と

③
子
ど
も
へ
の
愛
情
が
あ
る
こ
と

④
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
子
ど
も
に
対
し
虐
待
等
の
問
題
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
情

報
を
共
有
す
る
た
め
、一
部
を
回
答
と
と
も
に
本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言

60 

周
年
、
人
権
擁
護
委
員
制
度

60 

周
年

　

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
、
第
３
回
総
会
で
世
界
人

権
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
同
日
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
昭
和
23
年
に
人
権
擁
護

委
員
令
が
発
布
さ
れ
、
こ
の
制
度
を
恒

久
的
な
も
の
と
す
る
た
め
昭
和
24
年
５

月
31
日
人
権
擁
護
委
員
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
発
足
し
て
60
周
年
の
節
目
に
当

た
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を

受
け
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
人
権
を
守
る
た
め
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
人
権
擁
護
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

毎
月
１
回
（
原
則
、
第
１

水
曜
日
・
９
時
～
11
時
30
分
）

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

　【
浜
坂
地
域
】

○
池
田
重
廣
（
田
井
）

○
尾
崎　

靖
（
久
谷
）

○
細
川
泰
俊
（
居
組
）

【
温
泉
地
域
】

○
井
上
慶
子
（
飯
野
）

○
郷
司
正
静
（
前
）

○
中
井
邦
壽
（
湯
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支
局

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
４
１
７

　

新
温
泉
町
人
権
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

12 

月
４
日
～

10 

日
は
『
人
権
週
間
』
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ま
た
、
１
９
８
２
年
（
昭
和
57
年
）

12
月
３
日
、
国
連
総
会
は
、「
障
害
者

に
関
す
る
世
界
行
動
計
画
」
を
採
択
し
、

１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
に
12
月
３

日
を「
国
際
障
害
者
デ
ー
」と
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
２
０
０
４
年
（
平
成

16
年
）
の
障
害
者
基
本
法
の
改
正
に
よ

り
、「
障
害
者
の
日
」
に
代
え
て
、「
国

際
障
害
者
デ
ー
」
の
12
月
３
日
か
ら
、

わ
が
国
の
「
障
害
者
の
日
」
だ
っ
た
12

月
９
日
ま
で
の
一
週
間
を
、『
障
害
者

週
間
』
と
し
ま
し
た
。

　

１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
12
月
９
日
、
国
連
総
会
は
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」

を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
に
国
際
障
害
者
年
推
進

本
部
が
12
月
９
日
を
「
障
害
者
の
日
」
と
し
、
わ
が
国
で
は
、
１
９
９
３
年
（
平
成

５
年
）
に
そ
の
日
を
障
害
者
基
本
法
に
も
規
定
し
ま
し
た
。

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 79  0

新温泉町浜坂 2673-1

  

12
月
３
日
～
９
日
は
『
障
害
者
週
間
』

よ
る
感
謝
状
が
豊
岡
支
局
長
よ
り
児

童
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

　

法
務
省
は
、
人
権
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

の
た
め
、
各
市
町
の
小
学
校
等
で
『
人

権
の
花
』
の
推
進
運
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
照
来
小
学
校
で
三

年
生
の
児
童
が
中
心
と
な
り
、
た
く
さ

ん
の
花
を
協
力
し
て
育
て
る
中
で
、
命

の
尊
さ
や
命
を
育
む
大
切
さ
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
に
対
し
、
10
月
16
日

（
木
）、
照
来
小
学
校
に
お
い
て
、
神
戸

地
方
法
務
局
豊
岡
支
局
長
、
豊
岡
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
長
、
町
長
の
連
名
に

『
人
権
の
花
』
運
動
を
実
施 

 　

照
来
小
学
校
へ
感
謝
状

▲感謝状を受け取る児童代表

●
障
害
者
基
本
法
第
３
条（
基
本
的
理
念
）

　

す
べ
て
障
害
者
は
、
個
人
の
尊
厳
が

重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し

い
生
活
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。

２　

す
べ
て
障
害
者
は
、
社
会
を
構
成

す
る
一
員
と
し
て
社
会
、
経
済
、
文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。

３　

何
人
も
、
障
害
者
に
対
し
て
、
障

害
を
理
由
と
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
そ

の
他
の
権
利
権
益
を
侵
害
す
る
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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町政のうごきから
　

ご
み
の
減
量
、
分
別
排
出
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

紙
類
（
そ
の
他
紙
製
容
器
包

装
、
紙
パ
ッ
ク
、
段
ボ
ー
ル
）

の
出
し
方

▼
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
出
し
方

　

紙
で
で
き
て
い
て
も
、次
の
よ
う
に
、

そ
の
も
の
が
商
品
の
場
合
は
、
そ
の
他

紙
製
容
器
包
装
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
用
の
袋

に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
新
聞
、
雑
誌
は
地
域
の
資
源
ご
み
回

収
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
の
対
象
と
な

ら
な
い
も
の
】

例
：
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
チ

ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
封
筒
、
ハ
ガ
キ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
書
類
、
カ

タ
ロ
グ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

芯
、
説
明
書
な
ど

▼
紙
パ
ッ
ク
の
出
し
方

①
紙
製
の
パ
ッ
ク
に
限
り
ま
す
。（
パ
ッ

ク
の
中
に
ア
ル
ミ
が
張
っ
て
あ
る
も

の
は
、
そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
用
指

定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

②
水
洗
い
を
し
、
切
り
開
き
乾
か
し
て

く
だ
さ
い
。

③
紙
パ
ッ
ク
以
外
の
も
の
は
混
ぜ
な
い

で
下
さ
い
。

▼
段
ボ
ー
ル
の
出
し
方

①
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
い
る
金
具
、
ガ

ム
テ
ー
プ
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

②
ぬ
れ
て
い
る
場
合
は
、
乾
か
し
て
く

だ
さ
い
。

③
折
り
た
た
み
、
十
文
字
に
ひ
も
で
し

ば
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
も
ロ
ウ
が
つ
い
た
も

の
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
と
し
て
出
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。【
燃
え
る
ご
み
へ
】

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

生
活
環
境
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

新
温
泉
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
５
７
１

◆その他紙製容器包装用町指定袋に入れて出せるもの
区　分 対　　象　　物 出すときに注意すること

紙マークのついて
いるもの

紙マークがついているもの 酒バック、ジュースパックのキャップ、中栓、外装
フィルムは取り除いてください。

包装紙類
デパートや小売店の
包装紙

ビニールコーティングしたものは出せません。粘着
テープはとってください。

紙 袋 類
食料品や日用品の紙袋類 ビニールコーティングしたものは出せません。紙以

外の取っ手や粘着テープも取り除いてください。

紙 箱 類

菓子箱の空き箱、おもちゃの空き箱、た
ばこの箱、ティッシュの外箱、ラップの箱、
酒や贈答品の化粧箱、ラップの箱など

紙以外のビニール等はすべて取り除いてください。

紙筒、紙カップ類
ポテトチップスなどの紙筒、アイスクリー
ムなどの紙カップなど

汚れているものは、洗ってから出してください。

紙フタ類
カップ麺やアイスクリームなどの紙製の
フタなど

フタなど汚れているものは、洗ってから出してくだ
さい。

台 紙 類

ワイシャツなど衣料品の台紙やプリン・
ヨーグルトの台紙など
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加藤文太郎
記念図書館

「11月のおすすめの本」
ご案内

家庭力 
　陰山英男著／主婦と生活社

幸せな家庭で子どもは伸びる。「家庭の
幸せ作りをプロデュースするのが親の
役目」と主張する著者。著者自身の個
人的な工夫を例に「家族の幸福とはな
にか」を子どもに教え、それを実現す
るための具体的な方法を提案する。

テルちゃん
玄侑宗久著／新潮社

フィリピンから日本の北の町に嫁いで
きたエテル。愛称はテルちゃん。結婚
２年半で最愛の夫・安雄が急死し、風
習の違う日本で育児と義母の介護に励
むテルちゃんの三つの物語。ほのぼの
とした温かさの中で、家族とは、愛情
とは…を考えさせられる。

最後の初恋
ニコラス・スパークス著・雨沢　泰訳／ SoftBank Creative
ともに結婚生活を失い孤独な心を抱え
たエイドリアンとポールは、海辺にひっ
そりとたたずむ村・ロダンテのホテルで
出会った。台風がホテルを襲った夜、２
人は人生で初めての真実の愛に気づい
た…。それは５日間で知った一生の恋。

しっぱいにかんぱい！
宮川ひろ作／童心社

失敗は誰にでもあります。達也のお姉
ちゃんは、小学校のリレーでまさかの
失敗をして、朝ごはんも食べられない
くらい落ちこんでいます。達也はとて
も心配です。そんなとき、おじいちゃ
んから電話がかかってきて…。

鬼さんこちら手の鳴るほうへ
安川真慈　絵・文／木耳社

いろんな鬼さんが出てきます。元気な
鬼さん、寂しい鬼さん、意地悪な鬼さ
ん…。ページをめくるごとに鬼の数が
増えていきます。鬼さんがどこにいる
のか探しながら読める楽しい絵本。

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『ムッシュ・ムニエルをごしょうかいします』他
◆と 　き　11月22日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『ねずみくんのクリスマス』他
◆と 　き　12月6日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　　       
『シンデレラ』他
◆と 　き　12月6日（土）午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

＊リクエストや予約したい本があり
ましたらお気軽にお問い合わせく
ださい。
＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（11月号） 24

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

H20（2008）.11.13

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日
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次のようなとき、ひとりで悩まず、児童の相談窓口に相談してください
☆お父さん、お母さんへ
　自分だけがうまく子育てできていない、助けてくれる人がいない、この子がいなかったらなどと自分を
　追いつめていたら・・・
☆子どもたちへ
　家族の誰かにたたかれたり、なぐられたりして痛い思いをしていたり、お腹がすいてもご飯を食べさせ
　てもらえなかったりしていたら・・・

▼問い合わせ　新温泉町要保護児童対策地域協議会（福祉課内）℡（０７９６）８２‐５６２０

H20（2008）.11.13

広報しんおんせん（11月号）

11 月は児童虐待防止推進月間
　すべての子どもたちは、家族や社会から愛され、健やかに暮らす権利を持っています。しかし、こうし
た権利が脅かされている子どもたちがいます。親権者から虐待を受けている子どもたちです。

◆虐待は子どもたちの人権を否定し、生命を脅かす危険な問題です

　虐待は子どもたちの人権を踏みにじるだけではなく、大ケガや命を脅かす危険につながります。また、
言葉の暴力によって、心理的に追い詰められたり、適切な養育をされないまま放置されるなど、子どもた
ちをめぐる悲惨な事件や事故が全国各地で数多く起こっています。

◆言葉にできない子どもの悲鳴を見ない、聞かないことも虐待です

　あなたのまわりに「虐待を受けたと思われる子ども」がいましたら、すぐに「児童の相談窓口」に連絡（通
告）してください。通告は子どもを守るためのものです。医師や公務員の「守秘義務」違反にはなりませ
ん。また、通告した人の秘密は守られます。

◇◇◇児童虐待とは◇◇◇
　児童虐待とは、保護者が 18歳未満のこどもの心身を傷つけ、すこやかな成長や発達を損なう次のよう
な行為をいいます。

相　談　先
電　話　番　号

平　日 土、日、祝祭日
及び夜間等

新温泉町

福祉課　児童係 （0796）82-5620（0796）82-3111
温泉総合支所
　住民福祉課福祉係 （0796）99-2940（0796）92-1131（温泉保健福祉センター
　すこやか～に内）

豊岡子ども家庭センター （0796）22-4314 ‐

◇児童虐待に関する相談窓口

※児童虐待は法律で禁止されています。虐待されている子どもを発見したときは、
　お知らせください。

1　身体的虐待
殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、火
傷を負わせる、おぼれさせるなど

2　性的虐待

性行為の強要、性器や性交を見せるなど

３　保護の怠慢・拒否（ネグレクト）
家に閉じ込める、受診させない、食事を与えな
い、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
保護者以外の同居人による虐待を放置すること
など

４　心理的虐待
言葉による脅し、無視、兄弟間差別的扱い、子ど

もの目の前で配偶者への暴力行為を行うことなど
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20年 10月 21日現在

広報しんおんせん（11月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 720～1,000
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750～1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウェーター、
ウェートレス 不問

800～ 950
事務オペレーター 800～ 950
販売補助 800～1,100

日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730～ 790
㈲山米鮮魚 事務 不問 750～ 850
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400～ 2,500
㈱コメリ 販売員 不問 750～ 800
㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820～1,000
山陰道路㈱ ホール係 不問 720～ 900
特定非営利活動法人
にーず 介護員 不問 800～1,000
㈲アートライフタニタ 販売 不問 750～ 850
㈱マルワ渡辺水産 業務全般 不問 720～ 800
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～2,180

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125
㈱井筒屋 布団敷き 不問 800

客室係 1,300
㈱寿荘 客室係 不問 800～1,500

洗浄係 800～1,200
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200～ 1,400

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員
不問

750
看護員 950
ケアマネージャー 850

㈲兵庫ライフサービス
フロアースタッフ

不問
770

フロアー補助
スタッフ 730

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～ 1,300
㈱西沢製作所 溶接工 40以下 712

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300
オザキ住建㈱ 営業 64以下 238
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 59以下 120～ 151
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員、
調理師 不問 133～ 146
栄養士 144～ 176

㈱隆栄水産
営業 39以下 190～ 300
販売管理 40以下 190～ 270
販売員 180～ 260

㈱三島組 現場監督者 59以下 210～ 260
浜美屋食品㈱ 事務員 59以下 145～ 180

ルート営業 39以下 165～ 245
㈱北近畿クボタ 営業 35以下 168～ 225
フジコン食品㈱ 計量・包

装作業員 不問 143～ 156
㈶明星保育園 保育士 35以下 151
㈱マルワ渡辺水産 業務全般 59以下 160～ 200
医療法人社団　
高木医院 医療事務 59以下 130～ 180

（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 61以下 205～ 245
フロント 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 198

㈱井筒屋

客室係

60以下

231～ 256
営業係 147～ 188
売店係 147～ 184
営業事務係 147～ 188
予約係 147～ 188
フロント係 147～ 188

㈱寿荘 フロント 59以下 140～ 150
事務員 130～ 140

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 64以下 125～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら ケアマネージャー 59以下 146～ 149
富士綜合警備保障㈱ 営業 64以下 150～ 200
㈱マルワフーズ
渡辺水産 食品製造 64以下 140～ 180
㈱朝野家 調理補助 59以下 165
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150～ 185

ふるさと但馬就職フェアを開催

但馬の企業に就職を希望されている方を対象に、但馬内の企業の人事担当者と就職相談、面接が出来ます。
地元就職をお考えの方は、お気軽にご利用ください。
◇と 　 き　　11月 27日（木）午後１時～４時
◇と こ ろ　　但馬空港ターミナル　多目的ホール（豊岡市）
◇対 象 者　　Ｕターン就職希望者、21年春新卒予定者、概ね 35歳までの若年者
◇内 　 容　　企業説明会、面接相談会（面接希望の方は履歴書を持参）
◇問い合わせ　　ハローワーク豊岡　℡（０７９６）２３‐３１０１
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
33―

兵
庫
県
畜
産
共
進
会
の
結
果
に
つ
い
て

▼
た
じ
ま
農
協
管
内
選
抜
出
場
牛
（
新

温
泉
町
分
）
の
結
果

【
種
牛
の
部
】

○
名
誉
賞
：
つ
ね
ふ
く
号

　

生
産
者
：
植
田
秀
作
さ
ん
（
海
上
）

広報しんおんせん（11月号）

　

第
90
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
（
Ｊ
Ａ
全
農
兵
庫
主
催
）
が
10
月
26
日
（
日
）、
淡

路
市
塩
田
新
島
の
淡
路
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
、
但
馬
を
代
表
し
て
新
温
泉
町
か
ら

７
頭
が
出
場
し
、
種
牛
の
部
は
植
田
秀
作
さ
ん
（
新
温
泉
町
海
上
）
出
品
の
「
つ
ね

ふ
く
号
」
が
最
高
位
の
名
誉
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

○
優
秀
賞
：
つ
る
ひ
め
１
号

　

生
産
者
：
村
尾
和
広
さ
ん
（
飯
野
）

　
　

同　

：
菊
俊
錦
号　

　

生
産
者
：
中
井　

勝
さ
ん
（
飯
野
）

○
優
良
賞
：
さ
か
え
５
の
２
の
６
号　

　

生
産
者
：
安
田
義
幸
さ
ん
（
海
上
）

　
　

同　

：
福
照
号　

　

生
産
者
：
村
尾
高
司
さ
ん
（
飯
野
）

○
団
体
優
勝
：
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

【
肉
牛
の
部
】

○
優
秀
賞
：
と
し
こ
号

　

生
産
者
：
村
尾
和
広
さ
ん
（
飯
野
）

○
優
良
賞
：
俊
秀
号

　

生
産
者
：
村
尾
和
広
さ
ん
（
飯
野
）

　

褒
章
贈
呈
式
で
は
、
畜
産
功
労
者
表

彰
及
び
兵
庫
県
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

【
畜
産
功
労
者
表
彰
】

　

町
の
畜
産
振
興
と
但
馬
牛
の
名
声
高

揚
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

○
安
田
義
幸
さ
ん
（
海
上
）

【
兵
庫
県
知
事
感
謝
状
】

　

優
秀
な
県
有
種
雄
牛
の
生
産
に
協
力

し
、
本
県
肉
用
牛
の
改
良
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

○
岡
田
弘
俊
さ
ん
（
前
）

　

県
有
種
雄
牛
「
菊
俊
土
井
」
生
産
者

○
田
渕
和
男
さ
ん
（
丹
土
）

　

県
有
種
雄
牛
「
福
芳
土
井
」
生
産
者

○
西
沢
広
之
さ
ん
（
中
辻
）

　

県
有
種
雄
牛
「
福
広
土
井
」
生
産
者

○
中
井
雄
次
さ
ん
（
丹
土
）

　

県
有
種
雄
牛
「
丸
福
土
井
」
生
産
者

○
橋
本
松
一
さ
ん
（
久
斗
山
）

　

県
有
種
雄
牛
「
豊
松
土
井
」
生
産
者

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

▼
作
り
方

①
さ
ば
は
３
枚
に
お
ろ
し
、
腹
骨
を
す

き
と
り
、
皮
を
下
に
し
て
6
枚
程
度

の
そ
ぎ
切
り
に
す
る
。

②
土
生
姜
は
皮
ご
と
お
ろ
し
、
汁
を
小

さ
じ
１
・
５
作
る
。

③
ボ
ー
ル
に
し
ょ
う
油
、
酒
、
土
生
姜

の
汁
を
混
ぜ
た
中
に
さ
ば
を
入
れ
、

約
30
分
間
浸
け
て
お
く
。

④
③
の
汁
気
を
ふ
き
と
り
片
栗
粉
を
ま

ぶ
す
。

⑤
油
を
１
７
０
℃
に
熱
し
④
を
入
れ
て

か
ら
っ
と
揚
げ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
さ
ば
の
竜
田
揚
げ

◆材料（４人分）
・さば・・・・・・大 1本
・土生姜・・・・・1かけ
・片栗粉・・・1/2 カップ
・揚げ油・・・・・・適量
・濃口しょう油・大さじ 3
・酒・・・・・・大さじ 1

▲植田さんとつねふく号
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広報しんおんせん（11月号）

二尾山「秋の収穫祭」
　10月 13 日（月）、日ごろの感謝と二尾山農地及び農
産物の振興を図るため、新温泉町千原の二尾山農地第一
団地で「二尾山秋の収穫祭」が開催されました。
　会場では二尾山（標高約 400m）で収穫されたネギや
大根などの野菜の販売が行われたほか、野菜やイノシシ
肉が入った二尾山あつあつ鍋も人気を集めていました。
今年も「ふるさとおんせん会」のメンバーが生産者との
交流に訪れ、サツマイモの収穫体験などを行い、自分で
掘ったイモを袋いっぱいに詰め込んでいました。

「あそびの工房もくもく屋」でんちゃんとあそぼう！
　10月 29日（水）浜坂子育て支援センターが企画し、
遊びのインストラクター田川雅規さんを招いた「でんちゃ
んとあそぼう」が、浜坂多目的集会施設で開かれました。
　田川さんは、小さな子どもから高齢者にいたるまで、
多彩な遊びを提供する活動を全国で行っています。この
日は、ギターを使ってリズムに合わせて体を動かす親子
遊びや、ナマズとカエルが主人公の人形劇などが行われ
ました。乳幼児と母親ら約 60組が参加し、子どもたち
は大はしゃぎで楽しんでいました。

　10 月 19 日（日）、「第 3回七不思議めぐりウォーク
ラリー」が七釜温泉街で開催されました。
　ウォークラリーは、約 1㎞のコースをクイズ方式で答
えを解きながら七釜温泉の魅力を知ってもらおうと、七
釜温泉旅館組合主催が行っているもので、参加者らは地
図を片手に「斎の神」「子授かり地蔵」などの史跡名所
を巡りました。ゴール地点の「こうらく園」では、大釜
を使っての七釜鍋が無料でふるまわれ、ウォークラリー
を終えた参加者らはほっと一息ついていました。

七釜温泉　七不思議めぐりウォークラリー

　10月 18 日（土）、加藤文太郎記念図書館で、浜坂出
身の登山家、加藤文太郎についてより多くの方に知って
いただく「図書館まつり」が開催されました。
　この催しは、10月 1日の開館記念日に合わせて行う
イベントで、人形を使ったマジックショーや文太郎鍋の
振る舞いなどが行われました。文太郎鍋は、地元で採れ
た食材をふんだんに使い、文太郎が生前に食べたと考え
られる味を再現したもので、図書館を訪れた約 150 人
に振る舞われました。

加藤文太郎記念図書館まつり
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歌長太神楽

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（11月号）

　10月 10 日（金）、世界ジオパークの認証を目指す山
陰海岸について広く知っていただこうと「ふるさと自慢
養成講座」が開かれ、地元住民ら約70人が参加しました。
　参加者らは遊覧船に乗って、居組から三尾までの奇岩・
奇石が続く美しい海岸を、普段目にする機会が少ない海
側から観察しました。その後、島根大学名誉教授　山内
靖喜氏の基調講演が行われたほか、「但馬御火浦とジオ
パーク」と題したパネルディスカッションも行われ、参
加者らは熱心に聞き入っていました。

　10 月 1 日（水）、新温泉町歌長で秋祭りが行われ、
町無形民俗文化財の「歌長太神楽」が奉納されました。
　歌長太神楽は天保年間以前より歌長に伝わる伝統芸能
で、歌長神社で舞を奉納後、村の家々を廻っておはらい
をし、家の軒先で舞います。笛と太鼓の音にあわせて獅
子が舞う「剣の舞」、「シングル舞」、天狗と獅子が舞う
「ヒョウケンジン」の３種類の舞が披露されました。

　県立浜坂高等学校の 1、2 年生と教職員約 300 人が
10 月 10 日（金）、浜坂県民サンビーチで浜辺の清掃作
業を行いました。
　環境保全と地域への貢献を目的として、同校が毎年こ
の時期に行っているもので、約 800㍍の海岸を手分け
をして清掃にあたりました。生徒らはごみ袋を手に、砂
浜に散乱したプラスチックや木片などを 1時間ほどか
けて拾い集め、今回の作業で合わせて約 80㌔のごみを
回収できました。

浜坂高校サンビーチクリーン作戦

　県立但馬牧場公園で鳥取市在住のアートデザイナー高
屋敏子さんの「白磁の作品展」開催にあわせ、10月 12
日（日）、13日（月）の 2日間、高屋さん指導による「白
磁の絵付け教室」が開催されました。
　今回の絵付け教室では、高屋さんの指導を受けながら
カップソーサーやマグカップなどに、参加者それぞれが
選んだ花や植物がプリントされたシールを一枚一枚てい
ねいに貼っていきました。絵付けが終わった作品は専用
の窯で焼き上げられ、一週間程度で完成します。

但馬牧場公園　白磁の絵付け教室

ふるさと自慢養成講座
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I N F O R M A T I O N
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ま
ち
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泉
“
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情
報
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ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

秋
の
盆
栽
・
山
野
草
展

▼
と
き　

11
月
14
日（
金
）～
19
日（
水
）

※
毎
週
木
曜
日
休
館
、
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
の
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の

作
品
（
山
野
草
、
盆
栽
等
）
約
80
点

を
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館 

文
学
講
座

　

今
年
、
源
氏
物
語
が
世
に
出
て
か
ら

千
年
を
迎
え
ま
し
た
。
加
藤
文
太
郎
図

書
館
で
は
、
本
町
栃
谷
出
身
の
北
村
英

子
氏
を
お
迎
え
し
て
、
源
氏
物
語
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆

さ
ん
も
「
源
氏
物
語
」
の
魅
力
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
講
師　

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教
授　

北
村
英
子
先
生

▼
内
容　
「
源
氏
物
語
・
若
紫
巻
」
を
中

心
と
し
た
お
話

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

平
成
21
年
新
温
泉
町
ふ
る

さ
と
の
成
人
式
の
ご
案
内

　

平
成
21
年
ふ
る
さ
と
の
成
人
式
は
、

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
新
成
人
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
21
年
１
月
11
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
（
受
付　

正
午
～
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容　

式
典
、
記
念
行
事
、
記
念
撮

影
な
ど

▼
対
象
者　

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平

「爆笑！お笑いバラエティーショー 08」開催のお知らせ
　「大金持ち？のほら吹き漫才」横山たかし・ひろし、

「とぼけた味わいの兄弟漫才」酒井くにお・とおるなど、
大爆笑間違いなしのお笑いバラエティショーを開催し
ます。ぜひ、ご来場ください。

◇と　き　11月 30日（日）午後２時～
　　　　　　　　　　　　　（開場午後１時 30分）
◇ところ　夢ホール
◇主　催　新温泉町、新温泉町教育委員会、㈱エムズ
　　　　　プロデュース
◇出　演　横山たかし・ひろし（漫才）、酒井くにお・
　　　　　とおる（漫才）、Mr・オクチ（マジック）、
　　　　　ＨＩＸ（ジャグリング）、Ｊａｎ２（歌＆トーク）
◇前売券　２，２００円
　　　　　（全席自由席、当日は３００円増）

―問い合わせ―
温泉公民館

℡（０７９６）９２‐１８７０

成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
新
温
泉

町
に
住
所
の
あ
る
方
及
び
本
町
出
身

で
本
町
で
の
成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望

し
、
事
前
の
申
込
み
を
さ
れ
た
方

▼
案
内
状　

平
成
20
年
10
月
１
日
現
在

の
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
対
象
者

に
は
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
町

外
に
住
所
異
動
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

社
会
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９
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第
13
回
美
方
郡
農
山
漁
村

活
性
化
大
会

　
「
お
い
し
い
地
元
の
農
水
産
物
で
地

域
農
業
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
農

山
漁
村
活
性
化
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

地
元
産
の
農
水
産
物
及
び
加
工
品
を
消

費
者
に
直
接
販
売
す
る
こ
と
で
、
担
い

手
、
高
齢
者
の
生
産
・
販
売
意
欲
を
高

め
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
21
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

香
住
区
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
香
美
町
香
住
区
）

▼
内
容

◇
講
演　
「
地
域
に
こ
だ
わ
る
」

　

講
師　

道
の
駅
村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー

デ
ン　

支
配
人　

田
丸
明
人
氏

◇
事
例
報
告　

照
来
ふ
れ
あ
い
市　

小

谷
一
夫
氏
ほ
か

▼
申
し
込
み
期
限　

11
月
18
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課　

農
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

第
30
回
「
ふ
る
さ
と
の
心
を 

う
た
う
但
馬
合
唱
祭
」
の
ご
案
内

　

ふ
る
さ
と
但
馬
の
芸
術
・
文
化
の
振

興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
但
馬
各
地
の
合
唱
団
体
が
一
堂
に

会
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

▼
と
き　

11
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

養
父
市
立
八
鹿
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
）

▼
主
催　

但
馬
教
育
事
務
所
、
但
馬
文

化
協
会
、
但
馬
芸
術
文
化
会
議
、
養

父
市
、
養
父
市
教
育
委
員
会
、
養
父

市
文
化
協
会

▼
参
加
団
体　

45
団
体
（
但
馬
地
域
の

小
・
中
・
高
校
の
合
唱
団
体
、
一
般

の
合
唱
団
体
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
ふ
る
さ
と
芸
術

文
化
振
興
事
業
実
行
委
員
会
（
県
立

但
馬
文
教
府
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

広報しんおんせん（11月号）

H20（2008）.11.13

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

11月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

11月26日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

11月19日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

11月20日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

特
別
イ
ベ
ン
ト

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館
は
、
11
月
26

日
の
い
い
風
呂
の
日
に
ち
な
み
、
11
月

25
日
（
火
）
～
28
日
（
金
）
ま
で
の
４

日
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
入
浴

料
の
割
引
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
25
日（
火
）～
28
日（
金
）

▼
と
こ
ろ　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

▼
入
浴
料

◇
大
人
３
０
０
円
（
通
常
５
０
０
円
）

◇
小
人
２
０
０
円
（
通
常
３
０
０
円
）

▼
対
象　

本
町
在
住
の
方
（
運
転
免
許

証
な
ど
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
）　

▼
問
い
合
わ
せ

　

七
釜
温
泉
ゆ
ー
ら
く
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
83
‐
１
５
２
６ ▲七釜温泉ゆーらく館
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I N F O R M A T I O N

平
成
20
年
住
生
活
総
合

調
査
に
ご
協
力
下
さ
い

　

５
年
に
一
度
の「
住
生
活
総
合
調
査
」

が
12
月
１
日
（
月
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
の
家
庭
の
皆
様

が
、
住
宅
に
つ
い
て
日
頃
ど
の
よ
う
に

お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
伺
う

も
の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
住
宅

施
策
を
行
う
上
で
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
10
月
１
日
実
施
済
の
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯

か
ら
、
町
内
の
約
１
３
０
世
帯
に
調
査

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が

お
伺
い
す
る
と
と
も
に
、
対
象
と
な
っ

た
世
帯
の
ま
わ
り
の
住
宅
地
を
調
査
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間　

11
月
24
日
（
月
）
～

　

12
月
7
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

兵
庫
県
住
宅
政
策
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

豊
岡
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
所
得
の
収
支
計
算
説
明
会

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の
収
入

金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
計

算
す
る
「
収
支
計
算
」
に
よ
っ
て
計
算

し
ま
す
。
収
支
計
算
を
す
る
に
は
、
収

入
金
額
や
必
要
経
費
の
分
か
る
請
求
書

や
領
収
書
な
ど
の
書
類
の
保
存
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

【
浜
坂
会
場
】

◇
と
き　

11
月
28
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
（
約
２
時
間
）

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

【
温
泉
会
場
】

◇
と
き　

11
月
28
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
（
約
２
時
間
）

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

決
算
説
明
会
の
開
催

　

事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
方
な
ど
を

対
象
に
決
算
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
浜
坂
会
場
】

◇
と
き　

12
月
４
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
（
約
２
時
間
）

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
町
商
工
会
館

【
温
泉
会
場
】

◇
と
き　

12
月
４
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
（
約
２
時
間
）

◇
と
こ
ろ　

温
泉
町
商
工
会
館

―

問
い
合
わ
せ―

　

豊
岡
税
務
署　

個
人
課
税
第
１
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
４
４

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を

予
防
し
よ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼
児
か
ら
成
人

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
胃
腸
炎
を
起
こ

す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
と
、
通
常
は
１
～
３
日
で
回

復
す
る
場
合
が
多
い
で
す
が
、
ひ
ど
い

嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
た
場
合
、
脱
水
症

状
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
事

に
注
意
し
て
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

・
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便
後
は
石
け

ん
を
使
い
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て

（
30
秒
以
上
）
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

・
食
品
は
十
分
加
熱
（
中
心
温
度
85
℃

１
分
間
以
上
）
し
ま
し
ょ
う

・
調
理
器
具
の
消
毒
に
は
「
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
と
「
加
熱
」
が
有

効
で
す

・
体
調
管
理
の
徹
底
（
家
族
の
体
調
を

把
握
す
る
、
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の

生
食
を
控
え
る
等
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
４

H20（2008）.11.13

広報しんおんせん（11月号）

税務署からのお知らせ
平成 20 年 11 月 4 日から税務署の電話は、自動音声案内に変わりました。

来署によるご相談を希望される方は、事前のご予約をお願いします。
◇問い合わせ　豊岡税務署　℡（０７９６）２２‐２１０１

税
務
署
に
電
話

一般的なご相談

税務署にご用の方

「1」を選択 電話相談センター

「2」を選択 税務署
※「番号が確認できません」という案内があった場合は、電話機の
「＊」を押してから番号を選択してください。

自動音声案内

お
知
ら
せ



33

昭
和
56
年
以
前
の
住
宅

は
ぜ
ひ
耐
震
化
を

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
近
年

に
起
こ
っ
た
大
地
震
で
は
、
昭
和
56
年

５
月
以
前
に
着
工
さ
れ
た
旧
耐
震
基
準

に
よ
る
木
造
住
宅
が
大
き
な
被
害
を
う

け
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
県
及
び
町
で

は
旧
耐
震
基
準
住
宅
を
対
象
に
、
診
断

か
ら
改
修
工
事
ま
で
住
ま
い
の
耐
震
化

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
家
が
安
全
か
ど
う
か
、
ま
ず
は

耐
震
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
簡
易
耐
震
診
断

◇
診
断
費
（
申
請
者
負
担
分
）

　

木
造
戸
建
住
宅
の
場
合
３
千
円

▼
わ
が
家
の
耐
震
改
修
促
進
事
業

①
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
補
助

　

住
宅
の
改
修
計
画
の
策
定
に
対
し
て

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

◇
補
助
金
額

　

改
修
計
画
策
定
費
の
３
分
の
２
以
内

　
（
戸
建
て
住
宅
の
場
合
最
大
20
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

　

住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
に
対
し
て
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

◇
補
助
金
額　

耐
震
改
修
工
事
費
の
４

分
の
１
以
内
（
戸
建
て
住
宅
の
場
合

最
大
60
万
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

兵
庫
県
建
築
指
導
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
４
３
４
０

オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
特
別

手
配
被
疑
者
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を

　

平
田
信
、
高
橋
克
也
、
菊
池
直
子
は

依
然
逃
亡
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
情

報
が
犯
人
検
挙
に
結
び
つ
い
た
場
合
、

被
疑
者
１
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
の
懸

賞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
オ
ウ
ム
真

理
教
特
別
手
配
被
疑
者
検
挙
の
た
め
の

懸
賞
広
告
実
行
委
員
会
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

無
料
ダ
イ
ヤ
ル
（
オ
ウ
ム
24
時
）

　

℡
（
０
１
２
０
）
０
０
６
‐
０
２
４

　

ま
た
は
、
美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館 

マ
ジ
ッ
ク
講
習
会

　

お
て
が
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
に
来
て

い
た
だ
い
た
谷
口
英
基
氏
を
講
師
に
迎

え
、
手
軽
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。
マ
ジ
ッ
ク
に
興
味

の
あ
る
方
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
13
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
講
師　

谷
口
英
基
氏
（
鳥
取
市
・
人

形
劇
団
こ
う
ま
座
）

▼
対
象　

小
学
校
３
～
６
年
生

▼
募
集
人
数　

20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

海
洋
体
験
学
習
「
Ｂ
＆
Ｇ
体
験

ク
ル
ー
ズ
」
参
加
者
募
集

　

客
船
で
の
航
海
、
集
団
生
活
、
寄
港

地
で
の
自
然
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
礼

H20（2008）.11.13

広報しんおんせん（11月号）

募　

集

儀
、
節
度
な
ど
の
社
会
性
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
海
（
自
然
）
の
恩
恵
と
保
全
へ

の
意
識
づ
け
を
行
い
、
豊
か
な
人
間
形

成
を
図
り
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
21
年
３
月
26
日
（
木
）

～
31
日
（
火
）

▼
行
き
先　
（
寄
港
地
）
東
京
都
小
笠

原
村
・
父
島
（
二
見
港
）

　

※
出
発
地　

東
京
晴
海
ふ
頭

▼
主
催　

㈶
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

▼
対
象　

小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３

年
生

▼
募
集
人
員　

４
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

▼
参
加
料

◇
小
学
生　

10
万
１
５
０
０
円

◇
中
学
生　

11
万
４
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
町
が
２
万
円
を
補
助
し
ま

す
。（
参
加
料
は
助
成
前
の
金
額
）

▼
募
集
期
限　

12
月
１
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９
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H20（2008）.11.13

広報しんおんせん（11月号）

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　

平
成
21
年
２
月
28
日
ま
で

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

▼
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

「
新
温
泉
町
ス
ー
パ
ー
ソ
フ
ト

ド
ッ
ジ
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

11
月
30
日
（
日
）

　

開
会　

午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
、
浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
部
門

㋐
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

㋑
小
学
校
高
学
年
の
部（
小
学
生
の
み
）

㋒
小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
（
小
学
１
、２
、３
年
生
）

▼
対
象

　

町
内
在
住
、
在
勤
・
在
学
の
方

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム　

７
名

（
選
手
登
録
は
10
名
ま
で
可
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
チ
ー
ム
全
員
が
小
・
中
学

生
の
場
合
は
無
料

▼
募
集
期
限　

11
月
25
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

第
３
回
新
温
泉
町
親
睦
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

12
月
７
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
在
勤
の

方
（
高
校
生
も
含
む
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

12
月
１
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
体
育
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

「
ひ
な
人
形
の
組
み
木
教
室
」

参
加
者
募
集

　

組
み
木
デ
ザ
イ
ナ
ー
小
黒
三
郎
氏
デ

ザ
イ
ン
の
、
か
わ
い
い
ひ
な
人
形
組
み

木
を
糸
ノ
コ
で
製
作
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
（
日
）

①
午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

　

３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
（
香
美
町
村
岡
区
）

▼
主
催　

県
立
兎
和
野
高
原
野
外
学
習

セ
ン
タ
ー　

木
の
殿
堂

▼
内
容　

ひ
な
人
形
の
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
の
中
か
ら
ひ
と
つ
を
選
び
、
電
動

糸
ノ
コ
を
使
っ
て
組
み
木
を
製
作
し

ま
す
。

▼
募
集
人
員　

午
前
の
部
、
午
後
の
部

各
14
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６
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「
自
衛
官　

２
等
陸
、
海
、

空
士
（
男
子
）」
募
集

▼
試
験
日　

11
月
29
日
（
土
）、
30
日

（
日
）、
12
月
20
日
（
土
）
の
い
ず
れ

か
１
日

▼
募
集
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

▼
受
付
期
間　

各
試
験
日
前
日
ま
で

行
っ
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

力
本
部　

豊
岡
出
張
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
９
７
８

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

木
の
実
リ
ー
ス
作
り 

～
つ
る
細
工
体
験
～

▼
と
き　

12
月
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
中

学
生
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

弁
当
、
せ
ん
定
バ
サ
ミ
、

手
袋

正
月
飾
り
作
り
体
験 

～
し
め
縄
作
り
～

▼
と
き　

12
月
23
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
参
加
費　

大
人
６
０
０
円
、
小
中
学

生
３
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
20
人
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

新温泉町国際交流協会事業 
「ホストファミリー」の募集

　日本の文化と生活習慣を体験するため、本年も南
太平洋大学の学生と香港の学生が来町します。ホー
ムステイを通して、様々な国の文化などを知るよい
機会です。明るい学生たちと楽しく過ごしてみませ
んか。

雪国ホームステイ
◇受入期間　12月 12日（金）～ 15日（月）
◇来町する学生　３名（南太平洋大学）
◇内　　容　期間中、ホストファミリーと一緒に過
　　　　　　ごしたり、そば打ち体験や餅つき体験
　　　　　　などを行います。
◇応募期限　11月 28日（金）

香港学生等ホームステイ
◇受入期間　平成 20年 12月 28日（日）～
　　　　　　平成 21年１月 4日（日）
◇来町する学生　3名（香港大学等）
◇内　　容　期間中、ホストファミリーと一緒に過
　　　　　　ごしたり、そば打ち体験や茶道体験な
　　　　　　どを行います。
◇応募期限　11月 28日（金）

◇そ の 他　・新温泉町国際交流協会がホームステ
　　　　　　　イを支援します。初めての受け入れ
　　　　　　　でも安心いただけます。
　　　　　　・滞在スケジュールは、受け入れ家庭
　　　　　　　の負担を少しでも軽くなるよう、ご
　　　　　　　相談しながら決めていきます。
　　　　　　・受け入れに関してご質問等がありま
　　　　　　　したら、お気軽に所管課までお問い
　　　　　　　合わせください。

―問い合わせ―
新温泉町国際交流協会
（所管　商工観光課）

℡（０７９６）８２‐５６２５

　  電気・灯油・ガスの
　　　　　　光熱費比較計算をされませんか

台所など水まわりから、介護・電化までの住まい

のリフォームと住まいの困り事を解決するリビン

グサポートまでお気軽にご相談ください。

「電化も扱う総合リフォームとリビングサポートのお店」
上島プロパン株式会社　℡（0796）82-3110

【広告】




